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【過去問 1】 

次の問いに答えなさい。 

（北海道 2022 年度） 

問１ 次の文の  ①  ,  ⑤  に当てはまる語句を書きなさい。 

(1) 光が異なる物質の境界へ進むとき，境界面で折れ曲がる現象を光の  ①  という。 

(5) たいこやスピーカーなど振動して音を出すものを，発音体または  ⑤  という。 

 

問１ 

(1)   

(5)   

 

問１ 

(1) 屈折 

(5) 音源 
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【過去問 2】 

次の問いに答えなさい。 

（青森県 2022 年度） 

問３ 図１のように，直方体のガラスを通して鉛筆を見ると，光の屈

折により，鉛筆が実際にある位置よりずれて見えた。次のア，イ

に答えなさい。 

ア 下線部による現象として最も適切なものを，次の１～４の中か

ら一つ選び，その番号を書きなさい。 

１ 鏡にうつった物体は，鏡のおくにあるように見える。 

２ 虫めがねを物体に近づけると，物体が大きく見える。 

図１ 

 

３ でこぼこのある物体に光を当てると，光がいろいろな方向に進む。 

４ 光ファイバーの中を光が進む。 

イ 図２は，図１の直方体のガラスと鉛筆，ガラ

スを通して見えた鉛筆の位置の関係を模式的に

表したものである。鉛筆を見た位置をＡ点とし

て，鉛筆からガラスの中を通ってＡ点に向かう

光の道すじを実線（ ）でかきなさい。ただ

し，空気中から直方体のガラスに光が入るとき

の入射角と，直方体のガラスから空気中に光が

出るときの屈折角は同じ大きさであるものとす

る。 

図２ 

 

 

問３ 

ア   

イ 
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問３ 

ア ２ 

イ 

 

 

問３ ア １…鏡にうつった物体が鏡のおくにあるように見えるのは，物体で反射した光が鏡で反射して目に届くた

めである。２…虫めがねで物体が大きく見えるのは，物体からの光が凸レンズで屈折して目に届いているため

である。このとき，物体の虚像は「凸レンズ→目」と進む光の延長線上にあるように見える。３…乱反射の説

明である。このとき，物体で反射した光はいろいろな方向に進むが，１つ１つの光は反射の法則が成り立つよ

うに反射している。４…光ファイバーは，全反射を利用している。 

イ 「鉛筆→空気中から直方体のガラスに入射する点」へ進む光と「直方体のガラスから空気中に出る点→Ａ

点」へ進む光の道すじが平行になるように作図する。ガラスを通して見えた鉛筆の位置は，直方体のガラス

から空気中に光が出る点とＡ点の延長線上にあるように見えるので，ガラスを通さずに見えている鉛筆の実

際にある位置よりも左にずれて見える。 
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【過去問 3】 

次の問いに答えなさい。 

（岩手県 2022 年度） 

問３ 水に浮かぶ物体にはたらく水圧の大きさを，矢印の長さで模式的に表すとどのようになりますか。次のア

～エのうちから最も適当なものを一つ選び，その記号を書きなさい。ただし，矢印が長いほど水圧が大きい

ことを表すものとします。 

ア イ ウ エ 
    

 

問３  

 

問３ ウ 

 

問３ 水圧は，物体の上にある水にはたらく重力によって生じるので，水の深いところほど水圧の大きさは大きく

なる。このとき，深さが同じであれば，水圧の大きさも同じである。 
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【過去問 4】 

次の文は，妹の美月さんと兄の大地さんが話しているようすです。これについて，あとの問いに答えなさい。 

（岩手県 2022 年度） 

 美月：髪を切ってきたよ。美容師さんが手持ち鏡を使って見せてく

れたから，後ろもちゃんと確認できたよ。（図Ⅰ） 

 大地：２つの鏡をうまく使ったんだね。 

図Ⅰ 

 
 

問１  ，  で，右の図は，美月さんが後頭部を確認するようすを真

上から見たものです。後頭部の点Ｘを出た光が，図の矢印（ ）

のように進み，鏡１（手持ち鏡）と鏡２（正面の鏡）で反射して右

目に届くとき，鏡２ではどこで反射しますか。図中のア～エのうち

から一つ選び，その記号を書きなさい。 

 
 

問１  

 

問１ イ 

 

問１ 鏡に当たった光は，入射角と反射角の大きさが等しくなるように反

射する（反射の法則）。したがって，点Ｘを出た光は，右の図のよう

に反射して右目に届く。 
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【過去問 5】 

恵さんは，水中の物体にはたらく力について実験を行った。あとの問いに答えなさい。ただし，100ｇの物体

にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，フックや糸の体積と質量，滑車の摩擦は考えないものとする。 

（秋田県 2022 年度） 

【実験Ⅰ】水がしみこまない，表１のような直方体の物体Ａ，Ｂを
すい

水
そう

槽

の水に入れたところ，図１のように，Ａはしずみ，Ｂは水面からＢの

底面までの距離が２cmで静止した。 

【実験Ⅱ】図２のように，Ａをばねばかりにつるして水に入れ，水面か

らＡの底面までの距離をＳとしてばねばかりの値を読み，表２にまと

めた。 

【実験Ⅲ】図３のように，水槽の底に固定した滑車を使ってＢにつけた

糸をばねばかりで引き，水面からＢの底面までの距離をＴとしてばね

ばかりの値を読み，表３にまとめた。 

表１ 

 

図１ 

 

図２ 図３ 

  

表２ 

 

表３ 

 
 

問３ Ｔが６cmのとき，Ｂにはたらく浮力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

問４ 次のうち，Ｓが４cmのときのＡの底面にはたらく水圧の大きさと，Ｔが４cmのときのＢの底面にはたら

く水圧の大きさの比を表しているのはどれか，１つ選んで記号を書きなさい。 

ア １：４ イ １：２ ウ １：１ エ ２：１ オ ４：１ 

問５ 表２，表３をもとに，恵さんが考えた次の文が正しくなるように，Ｘにあてはまる内容を書きなさい。 

物体の   Ｘ   が大きくなるほど浮力は大きくなるが，物体がすべて水に入った状態では，物体

の   Ｘ   が変わらず，浮力は変わらない。 

問６ 恵さんは，図５のように，ＢにＡをのせたアと，ＢにＡをつり下げたイを，

それぞれ水に入れ，手で支えた。手を離したところ，ア，イのどちらも水に

うき，水平に静止した。このとき，水面からＢの底面までの距離が小さいの

はア，イのどちらか，記号を書きなさい。また，その距離は何 cmか，求めな

さい。 

図５ 
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問３   Ｎ 

問４  

問５  

問６ 記号：  距離：         cm 

 

問３ 2.0 Ｎ 

問４ ウ 

問５ 例  水中にある部分の体積 

問６ 記号： イ 距離：  ３cm 

 

問３ Ｂにはたらく重力の大きさは，問１より 0.8Ｎである。図３でＴが６cm のとき，Ｂには上向きに浮力，下向

きに重力の 0.8Ｎとばねばかりによる力 1.2Ｎがはたらき，上向きの力と下向きの力がつり合っている。した

がって，求める値は，0.8＋1.2＝2.0Ｎである。 

問４ 水圧の大きさは，水の深さに比例する。Ｓが４cmとＴが４cmのときは，どちらも水の深さが同じなので，底

面積に関係なく，水圧の大きさは同じと考えられる。（なお，底面に加わる力の大きさは，水圧×面積の値と

なり，Ｂのほうが大きい。） 

問５ 表２では，Ｓが４cmとなるまでは水の深さが深くなるほどばねばかりの値は小さくなり，表３では，Ｔが５

cmとなるまでは水の深さが深くなるほどばねばかりの値は大きくなっている。したがって，物体の水中にある

部分の体積が大きくなるほど浮力は大きくなるといえる。また，表２の場合はＳが４cm，表３の場合はＴが５

cmより大きくなると（物体のすべての部分が水に入ると），ばねばかりの値は変わらなくなっている。したが

って，物体がすべて水に入った状態では，深さに関係なく浮力の大きさは変わらないといえる。 

問６ ア，イともに，物体全体にはたらく重力の大きさは同じ（0.8＋0.8＝1.6Ｎ）である。図５の状態のとき，水

中にある部分の体積はイのほうが大きいので，物体全体にはたらく浮力はイのほうが大きい。したがって，水面

からＢの底面までの距離が小さいのはイである。Ａがすべて水に入った状態ではたらく浮力の大きさは，表２

より 0.8－0.4＝0.4Ｎであるから，イが水にういて静止し，重力とつり合う大きさの浮力を得るには，Ｂを水

に入れることで 1.6－0.4＝1.2Ｎ分の浮力が得られるようにすればよい。表３より，Ｔが３cm，ばねばかりの

値が 0.4Ｎのとき，Ｂにはたらく浮力の大きさは 

0.8＋0.4＝1.2Ｎである。 
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【過去問 6】 

愛さんは，自分で作った望遠鏡で月の観察を行ったり，月をよんだ俳句から月の見え方を考察したりした。次

の問いに答えなさい。 

（秋田県 2022 年度） 

問１ 愛さんは，博物館の工作教室の先生から望遠鏡の作り方についての説明を聞き，作った望遠鏡で月を観察

した。 

 

図１ 

 

① 下線部ａのような透明な物体に入射した光が曲がる現象を何というか，書きなさい。 

② 図２のような，ＣＤ間に焦点がある凸レンズの軸上で，物体を

ＡからＥまで順に移動させ，凸レンズを通して物体を見たとき，

虚像が見える物体の位置はＡ～Ｅのどこか。すべて選んで記号

を書きなさい。 

図２ 

 

③ 図３のように，ある日の夕方，愛さんが三日月を観察するとき，下線部ｂを通

して三日月はどのように見えるか。最も適切なものを次から１つ選んで記号を書

きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

図３ 

 

 

問１ 

①   

②   

③   

 

問１ 

① 例  光の屈折 

② Ｄ，Ｅ 

③ エ 

 

問１ ① 凸レンズを通過した光は，曲がって焦点という１点に集まる。このように，光が曲がることを光の屈折と

いう。例えば，空気中から水面にななめに光を当てたときのように，光が異なる物質の間を進むとき，光は境
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界面で屈折して進む。 

② 虚像は，物体が凸レンズと焦点の間にあるときに見える。したがって，ＤとＥである。 

③ 実像は，実物と上下左右が逆にできる。虚像は，実像と同じ向きにできる。したがって，図１のような望

遠鏡を通して三日月を見ると，エのように上下左右が逆になって見える。 
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【過去問 7】 

太郎さんと花子さんは科学イベントに参加し，音の速さを調べる実験を行った。次の花子さんのノートについ

て，あとの問１～問４に答えなさい。 

（茨城県 2022 年度） 

花子さんのノート 

【課題】 

空気中を伝わる音の速さを調べる。 

【方法】 

➊ 図１のように，20ｍ間隔で 86 人が１列に並び，1.7km の距離で実験

を行う。 

➋ 列の最後尾の人が音を出す係になる。以下の振動数の異なる三つの音

を使用する。 

図１ 

 

 図２  

➌ 図２のように，並んでいる人は，音が聞こえたら旗をあげる。 

➍ 並んでいる人以外は，先頭や最後尾付近から旗のあがるようすを観察する。また，旗のあがるよ

うすを離れた場所から撮影して確認する。 

➎ 音を出し，音が聞こえる最大の到達距離とその地点までの到達時間を測定する。 

➏ 到達距離と到達時間をもとに，音の伝わる速さを求める。 

※太郎さんは旗をあげる係で，私は旗があがるようすを確認する係になった。 

【結果】 

表 

 

・音が鳴ると，後ろの人から順番に旗をあげていくようすが見られたので，ａ音が伝わるようすが見

てわかった。 

・私が観察していた場所では，太郎さんが旗をあげたようすが見えた後に，音が聞こえてきた。 

・音が聞こえたら旗をあげる係の太郎さんは，ｂ最初に音を聞いた後，遅れてもう一度音を聞いた。 

【考察】 

・教科書には，気温が 15℃の時，音が空気中を伝わる速さは，約 340ｍ/ｓであることが書いてある。

今回の実験では，例えばシンバルを使用したときの結果は 339ｍ/ｓで，340ｍ/ｓと比べると誤差が

0.3％となり，他の音も含めて教科書の値と近い値になった。 
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・今回の実験は図３のように，人の列と平行で等し

い距離に壁がある場所で行われた。太郎さんの位

置で再び音が聞こえたのは，壁からの反射があっ

たからだと考えられる。 

図３ 

 

問１ 方法➋での振動数について述べた次の文中の      に当てはまる語として最も適当なものを，あとの

ア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。 

シンバルの音と人の声の振動数を比較すると，シンバルの音の振動数の方が大きいため，人の声よリシン

バルの音の方が      音になる。 

ア 高い イ 低い ウ 大きい エ 小さい 

問２ この実験について述べた文として正しいものを，次のア～エの中からすべて選んで，その記号を書きなさ

い。なお，正しいものがない場合は，なしと書きなさい。 

ア 音の伝わる速さは，到達距離を到達時間で割ることで求めることができる。 

イ シンバルの音は到達時間が最も短いため，同じ位置にいる人に伝える場合，シンバルの音の方が人の声よ

りも速く伝わる。 

ウ ビッグホーン（警音器）の音の到達距離は最も大きいため，同じ位置にいる人に伝える場合，ビッグホー

ンの音の方が人の声よりも速く伝わる。 

エ 音が空気中を伝わる速さは，光が空気中を伝わる速さと比べると遅い。 

問３ 下線部ａについて，ビッグホーンから出て空気中を伝わる音の，ある時点における，波のようす（Ａ）と

伝わり方をばねで表したようす（Ｂ）はどのようになるか，Ａ，Ｂの組み合わせとして最も適当なものを，

次のア～エの中から一つ選んで，その記号を書きなさい。ただし，Ａの図中の点は空気の粒を表している。 

ア  イ  

ウ  エ  
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問４ 下線部ｂについて，花子さんは，太郎さんが遅れてもう一度聞いた音は図３の壁で反射したものだと考え

た。太郎さんは，音を出してから１秒後に直接伝わった音を聞き，音を出してから２秒後に反射した音を聞い

た。このときの人の列から壁までの距離は何ｍと考えられるか。最も適当なものを，次のア～カの中から一つ

選んで，その記号を書きなさい。ただし，空気中を伝わる音の速さは 340ｍ/ｓとし，音が反射した場合の進

み方は，光の反射と同様に入射角と反射角は等しくなるものとする。 

   （※注 中学３年生の数学の単元の三平方の定理を学習ししなければ解答できません。） 

ア 128ｍ イ 255ｍ ウ 170 ３ ｍ エ 340ｍ オ 340 ３ ｍ カ 680ｍ 

 

問１  

問２  

問３  

問４  

 

問１ ア 

問２ ア  エ 

問３ ア 

問４ ウ 

 

問１ 振動数が大きいほど，音の高さは高くなる。また，振幅が大きいほど，音の大きさは大きくなる。 

問２ ア…音の伝わる速さ（ｍ/ｓ）は，単位時間（１秒間）に音が伝わる距離なので，到達距離を到達時間で割

ることで求めることができる。正しい。イ…到達距離が同じであれば，到達時間が最も短いものが，より速

く伝わると考えることができるが，結果の表より，到達時間はシンバルの音の方が人の声よりも短いものの，

両者は，到達距離が異なっている。ウ…結果の表より，ビッグホーンの音が伝わる速さは，シンバルの音，

人の声よりも遅い（誤差を考えると同じといえる）。ただし，ビッグホーンの音は遠くまで到達するといえる。

エ…結果の「太郎さんが旗をあげたようすが見えた後に，音が聞こえてきた」ことから，音が耳（鼓膜）に伝

わるよりも速く，光が目に伝わっていることがわかる。正しい。 

問３ 音は空気の振動によって伝わるが，このとき空気は押されて濃くなったり，引かれてうすくなったりする（ア

とウの図）。このようすをばねで表すと，ばねは上下には動かず，波の進行方向と振動方向が同じになる（ア

とイの図）。 
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問４ 空気中を伝わる音の速さは 340ｍ/s としているので，

音を出してから２秒後に聞こえた音が伝わる距離は，音

を出してから１秒後に聞こえた距離が伝わる距離の２

倍であると考えられる。また，「音が反射した場合の進

み方は，光の反射と同様に入射角と反射角は等しくな

る」としているので，これらの関係を図に表すと図ⅰの

ようになる。30°，60°，90°の直角三角形の辺の比は，

図ⅱのようになるので，人の列から壁までの距離を xと

すると，１：170＝ ３ ：x より，x＝170 ３   

図ⅰ 図ⅱ 

  

よって，人の列から壁までの距離は170 ３ ｍとなる。 
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【過去問 8】 

次の問いに答えなさい。 

（栃木県 2022 年度） 

問６ 物体の表面の細かい
おう

凹
とつ

凸により，光がさまざまな方向に反射する現象を何というか。 

 

問６  

 

問６ 乱反射 

 

問６ 物体の表面の細かい凹凸により，光がさまざまな方向に反射する現象を乱反射という。乱反射でも，光の反

射の法則（入射角＝反射角）は成り立つ。 
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【過去問 9】 

次の問いに答えなさい。 

（群馬県 2022 年度） 

問４ Ｇさんは，タブレット端末を用いて高台から打ち上げ花火の動画を撮影した。打ち上げられた花火は，ち

ょうど目の高さに見えた。撮影した動画では，花火が開いて光った瞬間から音が鳴るまでに 4.0秒のずれ

があった。また，花火が開いた場所と動画を撮影した場所の直線距離は 1400ｍであった。次の(1)，(2)の問

いに答えなさい。 

(1) 次の文は，下線部の現象が起こる理由について述べたものである。文中の     に当てはまる語を書き

なさい。 

空気中を伝わる音の速さは，光の速さと比べてはるかに     ためである。 

(2) この動画では，空気中を伝わる花火の音の速さは，いくらであったと考えられるか，書きなさい。 

 

問４ 

(1)   

(2)  

 

問４ 

(1) 遅い 

(2) 350ｍ/ｓ 

 

問４ (1)，(2) 空気中を伝わる音の速さは，光の速さと比べるとはるかに遅いため，花火を撮影すると，開いて光っ

た瞬間から，その音が鳴る（撮影した場所に音が届いて聞こえる）までには時間の差が生じる。花火を撮影し

た場合，光は非常に速く進むため，花火の音は，花火が開いた場所で撮影された瞬間から，撮影された場所で

その音が聞こえるまでの 4.0秒間に，これらの間の 1400ｍの距離を進んでいる。よって，1400ｍ÷4.0ｓ＝350

ｍ/ｓ 
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【過去問 10】 

次の問いに答えなさい。 

（埼玉県 2022 年度） 

問８ 図７は，光ファイバーの中を光が通っているようすを模式的

に表したものです。光ファイバーは，図７のように曲がっていて

も光が外に出ることはなく，光を届けることができます。光ファ

イバーでは，光のどのような現象を利用して光を届けることがで

きますか。この現象の名称を書きなさい。 

図７ 

 

 

問８  

 

問８ 全反射 
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【過去問 11】 

Ｔさんは，ばねを用いて物体を支える力を測定する実験を行い，レポートにまとめました。問いに答えなさい。

ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，実験で用いるばね，糸，フックの質量，および糸

とフックの間にはたらく摩擦は考えないものとします。 

（埼玉県 2022 年度） 

 レポート１  

 課題１  

ばね全体の長さとばねにはたらく力の大きさには，どのような関係があるのだろうか。 

【実験１】 

[1] ばねＡとばねＢの，２種類のばねを用意した。 

[2] 図１のようにスタンドにものさしを固定し，ばねＡをつるしてば

ね全体の長さを測定した。 

[3] ばねＡに質量 20ｇのおもりをつるし，ばねＡがのびたときの，ば

ね全体の長さを測定した。 

[4] ばねＡにつるすおもりを，質量 40ｇ，60ｇ，80ｇ，100ｇのもの

にかえ，[3]と同様にばね全体の長さを測定した。 

[5] ばねＢについても，[2]～[4]の操作を行った。 

図１ 

 

【結果１】 

 
 

問１ 【結果１】をもとに，おもりの質量に対するばねＡののびを求め，

その値を で表し，おもりの質量とばねＡののびの関係を表すグラフ

をかきなさい。ただし，グラフは定規を用いて実線でかくものとしま

す。 

 

問２ 【結果１】からわかることとして正しいものを，次のア～オの中から二つ選び，その記号を書きなさい。 

ア ばねＡもばねＢも，おもりの質量を２倍にするとばねののびは２倍になっている。 

イ ばねＡもばねＢも，おもりの質量とばね全体の長さは比例の関係になっている。 

ウ ばねＡとばねＢに 40ｇのおもりをつるしたとき，ばねＡののびとばねＢののびは等しくなっている。 

エ ばねＡとばねＢに同じ質量のおもりをつるしたとき，ばねＡとばねＢのばね全体の長さの差は，つるした

おもりの質量にかかわらず常に一定になっている。 

オ ばねＡとばねＢに同じ質量のおもりをつるしたとき，ばねＡののびとばねＢののびを比較すると，ばねＢ

ののびは，ばねＡののびの２倍になっている。 
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問１ 

 

問２ と 

 

問１ 

 

問２ ア と オ 

 

問１ 【結果１】の表はばねＡの全体の長さであるから，グラフで示すばねＡののびは，全体の長さからばね自体

の長さである８cm（おもりの質量が０ｇのときの表の値）を引いた値となる。フックの法則より，原点を通る

比例のグラフを作図する。 

問２ 問１をもとに，【結果１】の表に各ばねののびの値を加えて整理するとわかりやすい。 

おもりの質量〔ｇ〕 ０ 20 40 60 80 100 

ばねＡの全体の長さ〔cm〕 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 18.0 

ばねＡののび〔cm〕 ０ 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 

ばねＢの全体の長さ〔cm〕 4.0 8.0 12.0 16.0 20.0 24.0 

ばねＢののび〔cm〕 ０ 4.0 8.0 12.0 16.0 20.0 

 ア…フックの法則を表す内容である。正しい。イ…おもりの質量と比例の関係となるのは，ばね全体の長さ

ではなくばねののびの値である。ウ…整理した表より，質量 40ｇのおもりをつるしたときののびは，ばねＡ

では 4.0cm，ばねＢでは 8.0cmである。エ…質量 20ｇのおもりをつるしたとき，ばねＡとＢの全体の長さの

差は 10.0－8.0＝2.0cmであるが，質量 40ｇのおもりでは，両者の差は 

12.0－12.0＝０cmであり，常に一定ではない。オ…整理した表より，ばねＢののびは，ばねＡの２倍となっ

ていることがわかる。正しい。 
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【過去問 12】 

次の問いに答えなさい。 

（千葉県 2022 年度） 

問１ 図のように，長さが７cm であるばねに，質量 150ｇのおも

りをつるしたところ，ばねの長さは 10cmになって静止した。 

 このばねを１cm のばすとき，必要な力の大きさは何Ｎか，

書きなさい。ただし，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大き

さを１Ｎとする。また，ばねは，フックの法則にしたがうもの

とし，その質量は考えないものとする。 

図 

 

 

問１   Ｎ 

 

問１ 0.5 Ｎ 

 

問１ おもりをつるした後のばね全体の長さが 10cm であるので，ばねののびは 10－７＝３cm である。よって，質

量 150ｇのおもりをつるすと３cm のびるばねであるから，このばねを１cm のばすために必要なおもりの質量

を xとすると，フックの法則より，150：x＝３：１ x＝50ｇとなる。質量 100ｇの物体にはたらく重力の大き

さが１Ｎなので，質量 50ｇの物体にはたらく重力の大きさは 0.5Ｎである。 
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【過去問 13】 

次の問いに答えよ。 

（東京都 2022 年度） 

問３ 図４は，平らな底に「Ａ」の文字が書かれた容器に水を入れた状態を模式的に表したものである。水中か

ら空気中へ進む光の屈折に関する説明と，観察者と容器の位置を変えずに内側の「Ａ」の文字の形が全て見

えるようにするときに行う操作とを組み合わせたものとして適切なのは，あとの表のア～エのうちではどれ

か。 

図４  

 
水中から空気中へ進む光の屈折に関する説明 

「Ａ」の文字の形が全て見えるようにするときに

行う操作 

ア 屈折角より入射角の方が大きい。 容器の中の水の量を減らす。 

イ 屈折角より入射角の方が大きい。 容器の中の水の量を増やす。 

ウ 入射角より屈折角の方が大きい。 容器の中の水の量を減らす。 

エ 入射角より屈折角の方が大きい。 容器の中の水の量を増やす。 

 

問３ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

 

問３ エ 

 

問３ 全反射が起こらない場合，水中やガラス中から空気中へ光が進むとき，入射角＜屈折角の関係となる。この

関係から，観察者と容器の位置が変わらない場合，容器内のＡの文字で反射した光は水中から空気中に出ると

きに水の量が多いほど，容器の底に書かれたＡの文字の形が見える範囲が広がる。図４では，図のより手前側

まで見えるようになるため，Ａの文字の形は全て見えるようになる。 
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【過去問 14】 

生徒が，国際宇宙ステーションに興味をもち，科学的に探究しようと考え，自由研究に取り組んだ。生徒が書

いたレポートの一部を読み，次の問いに答えよ。 

（東京都 2022 年度） 

＜レポート４＞ 月面での質量と重さの関係について 

国際宇宙ステーション内では，見かけ上，物体に重力が働かない状態になるため，てんびんや地球上で

使っている体重計では質量を測定できない。そのため，宇宙飛行士は質量を測る際に特別な装置で行って

いることが紹介されていた。 

地球上でなくても質量が測定できることに興味をもち調べたところ，重力が変化しても物体そのものの

量は，地球上と変わらないということが分かった。 

また，重力の大きさは場所によって変わり，月面では同じ質量

の物体に働く重力の大きさが地球上と比べて約６分の１である

ことも分かった。 

図４のような測定を月面で行った場合，質量 300ｇの物体Ａを

上皿てんびんに載せたときにつり合う分銅の種類と，物体Ａを

はかりに載せたときの目盛りの値について考えた。 

図４ 

 

問４ ＜レポート４＞から，図４のような測定を月面で行った場合，質量 300ｇの物体Ａを上皿てんびんに載せ

たときにつり合う分銅の種類と，物体Ａをはかりに載せたときの目盛りの値とを組み合わせたものとして適

切なのは，次の表のア～エのうちではどれか。 

 上皿てんびんに載せたときにつり合う分銅の種類 はかりに載せたときの目盛りの値 

ア 50ｇの分銅 約50ｇ 

イ 50ｇの分銅 約300ｇ 

ウ 300ｇの分銅 約50ｇ 

エ 300ｇの分銅 約300ｇ 

 

問４ ㋐  ㋑  ㋒  ㋓ 

 

問４ ウ 

 

問４上皿てんびんは物体の質量を，ばねばかりは物体に働く重力の大きさを，それぞれ測定する器具である。 

図４では，上皿てんびんとはかり（ばねを用いたはかり）による測定を行っており，それぞれ，物体Ａの質

量と物体Ａに働く重力の大きさが分かる。質量は，場所が変わって働く重力の大きさが変わっても変化しない

物体そのものの量であるから，月面で測定しても，質量 300ｇの物体Ａとつり合う分銅は 300ｇのものとなる。

一方，働く重力の大きさが地球上の約６分の１となる月面では，はかりの目盛りが示す値は，地球上で質量 300

ｇの物体Ａをはかりに乗せたときの約６分の１の値である約 50ｇとなる。 
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【過去問 15】 

次の問いに答えなさい。 

（神奈川県 2022 年度） 

問１ 次の      中のａ～ｄのうち，音の性質についての説明として適切なものはどれか。最も適するもの

をあとの１～６の中から一つ選び，その番号を答えなさい。 

ａ 同じ高さの音が出る２つの音さを並べて一方の音さを鳴らすと，もう一方の音さも鳴り始めるのは，一

方の音さから出た音の粒子がもう一方の音さに届くからである。 

ｂ 音は水などの液体の中を伝わるが，金属などの固体の中は伝わらない。 

ｃ 雷が光ってから音が聞こえるまでの時間に音の伝わる速さをかけると，雷が発生した場所までのおよ

その距離が求められるのは，光は一瞬で伝わるのに対して音ははるかに遅く伝わるからである。 

ｄ モノコードの弦をはじいたときに弦が１秒間に振動する回数は，弦の長さを短くすると多くなる。 

１ ａのみ ２ ｃのみ ３ ａとｂ ４ ｂとｃ ５ ｂとｄ ６ ｃとｄ 

 

問１ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

 

問１ ６ 

 

問１ ａ…音さから出た音は，物体（ここでは空気）が振動することで伝わる。音の粒子といった物質が音源から

出ているわけではなく，誤り。ｂ…音は，気体・液体・固体いずれの状態の物体も伝わるので誤り。ｃ…光は

約 30 万 km/ｓというきわめて大きな速さで伝わるため，雷が発生して光が見えた位置から，その光が観測地

点に届くまでにかかる時間は無視してよい。これに対し，空気中で音の伝わる速さは約 340ｍ/ｓであり，比べ

るとはるかに遅いといえる。このことから，雷が光って見えた時点を０として，速さ×時間＝距離の関係より，

音が伝わる速さに雷が光ってから音が聞こえるまでの時間をかけることで，観測地点から雷が発生した地点ま

でのおよその距離を求めることができ，正しい。 

ｄ…モノコードなどの弦の振動数（１秒間に振動する回数）は，同じ大きさの力ではじくと，弦が短いほど多

くなるので正しい。同様に，弦を強く張る，より細い弦を使用する，といった場合も振動数は多くなる。 
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【過去問 16】 

Ｋさんは，凸レンズによる像について調べるために，次のような実験を行った。これらの実験とその結果につ

いて，あとの各問いに答えなさい。 

（神奈川県 2022 年度） 

〔実験１〕 図１のように，光源，物体（Ｋの文字をくりぬいた板），凸レンズ，スクリーンを一直線上に並べ

た装置を用意した。まず，凸レンズと物体との距離を 30cm にして，スクリーンを動かしてはっきり

とした像が映るようにし，そのときの凸レンズとスクリーンとの距離を記録した。次に，凸レンズと

物体との距離を５cm ずつ，60cm まで変えて，それぞれスクリーンにはっきりとした像が映るように

したときの凸レンズとスクリーンとの距離を記録した。図２のＡ～Ｇは，これらの結果をまとめたも

のである。 

図１ 図２ 

  

〔実験２〕 〔実験１〕のあと，凸レンズと物体との距離を 15cmにして，スクリーンを動かしてはっきりとし

た像が映るかどうかを調べたところ，像は映らなかった。次に，スクリーンを取り外し，スクリーン

があった側から凸レンズをのぞいたところ，凸レンズの向こう側に像が見えた。 

問１ 図３は，〔実験１〕においてスクリーンにはっきり

とした像が映っているときの，物体のある１点から

出た光を模式的に示したものである。①～⑦で示し

た光のうち，図３の凸レンズより右側で１点に集ま

る光をすべて含むものとして最も適するものを次の

１～４の中から一つ選び，その番号を答えなさい。

ただし，③は凸レンズの軸（光軸）に平行な光，④は

凸レンズの中心を通る光，⑤は凸レンズの手前の焦

点を通る光を示している。 

図３ 

 

１ ①，②，③，④，⑤，⑥，⑦ ２ ②，③，④，⑤，⑥ 

３ ③，④，⑤ ４ ③，④ 
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問２ 〔実験１〕の結果から，この凸レンズの焦点距離として最も適するものを次の１～６の中から一つ選び，

その番号を答えなさい。 

１ 10cm ２ 20cm ３ 30cm ４ 40cm ５ 50cm ６ 60cm 

問３ 〔実験１〕において，（ⅰ）図２のＡ～Ｇのうち，スクリーンに映った像の大きさが物体の大きさよりも小

さいものと，（ⅱ）スクリーンに映った像の向きとの組み合わせとして最も適するものを次の１～４の中から

一つ選び，その番号を答えなさい。 

１ ⅰ：Ａ，Ｂ ⅱ：物体と同じ向き 

２ ⅰ：Ａ，Ｂ ⅱ：物体と上下左右が逆向き 

３ ｉ：Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ ⅱ：物体と同じ向き 

４ ｉ：Ｄ，Ｅ，Ｆ，Ｇ ⅱ：物体と上下左右が逆向き 

問４ 次の      は，〔実験２〕に関するＫさんと先生の会話である。（ⅰ）文中の（ Ｘ ）にあてはまるも

の，（ⅱ）文中の（ Ｙ ），（ Ｚ ）にあてはまるものの組み合わせとして最も適するものをそれぞれの選

択肢の中から一つずつ選び，その番号を答えなさい。 

Ｋさん 「〔実験２〕においてスクリーンがあった側から凸レンズをのぞいたとき，凸レンズの向こう側に

（ Ｘ ）像が見えました。」 

先生 「そうですね。では，凸レンズと物体との距離を５cm にすると，できる像の大きさは，15cm のと

きと比べてどうなると思いますか。物体から出た光の道すじを作図して考えてみましょう。」 

Ｋさん 「はい。凸レンズと物体との距離が 15cm のとき，物体のある１点から出た光のうち，凸レンズの

軸に平行な光と凸レンズの中心を通る光の道すじをそれぞれ作図すると，これらの光は凸レンズを

通ったあと，（ Ｙ ）ことがわかります。凸レンズと物体との距離が５cmのときの光の道すじを

同様に作図して，できる像の大きさを比べると，凸レンズと物体との距離が５cm のときの像の大

きさは，15cmのときの像の大きさよりも（ Ｚ ）と思います。」 

先生 「そのとおりですね。」 

(ⅰ) 文中の（ Ｘ ）にあてはまるもの 

１ 大きさが物体よりも大きく，物体と同じ向きの 

２ 大きさが物体よりも大きく，物体と上下左右が逆向きの 

３ 大きさが物体よりも小さく，物体と同じ向きの 

４ 大きさが物体よりも小さく，物体と上下左右が逆向きの 

(ⅱ) 文中の（ Ｙ ），（ Ｚ ）にあてはまるものの組み合わせ 

１ Ｙ：１点に集まる Ｚ：大きくなる ２ Ｙ：１点に集まる Ｚ：小さくなる 

３ Ｙ：１点に集まらない Ｚ：大きくなる ４ Ｙ：１点に集まらない Ｚ：小さくなる 
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問１ ① ② ③ ④ 

問２ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

問３ ① ② ③ ④ 

問４ 

(ⅰ) ①    ②    ③ ④ 

(ⅱ) ①    ②    ③    ④ 

 

問１ ２ 

問２ ２ 

問３ ４ 

問４ 

(ⅰ) １ 

(ⅱ) ４ 

 

問１ はっきりとした像（実像）ができるとき，ある１点から出て凸レンズを通過する光は，いずれも凸レンズの

反対側で１点に集まる。①，⑦は凸レンズを通過していない。 

問２，３凸レンズがつくる実像の特徴 

凸レンズを通過した光がつくる実像には，次のような特徴がある。 

・もとの物体と上下左右が逆向きとなる。 

・物体の位置が焦点に近づくほど，実像ができるスクリーンの位置は凸レンズから離れ，また，できる実像は大

きくなる。 

・物体の位置が焦点距離の２倍の位置にあるとき，凸レンズの反対側で焦点距離の２倍の位置にあるスクリーン

に，もとの物体と同じ大きさの実像ができる。 

図２より，凸レンズと物体との距離がＣの 40cmのとき，凸レンズとスクリーンとの距離も同じく 40cmと

なっている。このことから，40cm という距離が焦点距離の２倍であることがわかるので，この凸レンズの

焦点距離は，40cmの半分の 20cmである。 

また問２より，物体がＣの位置よりも凸レンズから離れる，すなわち，凸レンズと物体との距離がＣの示

す距離よりも大きくなると，スクリーンに映る実像の大きさはもとの物体よりも小さくなることがわかる。

この条件に当てはまるのは，Ｄ～Ｇとなる。これらはいずれも実像なので，スクリーンにはもとの物体とは

上下左右が逆向きの像が映る。 

問４ (ⅰ) 焦点距離が 20cmの凸レンズなので，凸レンズと物体との距離がそれよりも小さいとき，物体がある側の

反対側から凸レンズをのぞくと虚像が見える。虚像は，もとの物体よりも大きく，上下左右が同じ向きである。 

(ⅱ) Ｋさんの発言内容を図にすると，次の図のようになる。この図より，凸レンズを通ったあとの光は１点に

集まらず，また，凸レンズと物体との距離が５cm のときの方が，15cm のときよりもできる虚像は小さくな

ることがわかる。 
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【過去問 17】 

理科の授業で，花子さんの班は，浮力についての実験を行い，レポートを作成することになった。次の  は，

花子さんの班が作成中のレポートの一部である。また，  は実験中の花子さんと班のメンバーによる会話の一部

である。  ，  に関して，あとの問１～問４に答えなさい。 

（新潟県 2022 年度） 

 作成中のレポートの一部 

 〔目的〕 物体にはたらく浮力の大きさと，物体の水中に沈んでいる部分の体積

の関係を調べる。 

〔準備〕 密閉できる円筒形の容器，おもり，糸，ばねばかり，水を入れたビー

カー 

〔方法〕 ① 密閉できる円筒形の容器におもりを入れ，その容器を，糸でばね

ばかりにつるし，重さを測定した。 

② 右の図のように，①で重さを測定した，おもりを入れた容器を，

ゆっくりとビーカーに触れないようにして水中に沈めていき，容器

の下半分を水中に沈めたときの，ばねばかりが示す値を読んだ。 

③ ②と同じ手順で，容器の全体を水中に沈めたときの，ばねばかり

が示す値を読んだ。 

〔結果〕 ①，②，③の値を，実験の結果として次の表にまとめた。 

 

 

 

 実験中の会話の一部 
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問１  Ｘ  に最もよく当てはまるものを，次のア～カから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア ①の値 イ ②の値 ウ ①の値の半分 

エ ②の値の半分 オ ①の値と②の値の和 カ ①の値と②の値の差 

問２  Ｙ  に当てはまる値を求めなさい。 

問３  Ｚ  に最もよく当てはまるものを，次のア～エから一つ選び，その符号を書きなさい。 

ア 容器を変えずに，容器の中のおもりの数を増やして 

イ 容器を大きくして，容器の中のおもりの数を変えないで 

ウ 容器を小さくして，容器の中のおもりの数を増やして 

エ おもりを入れた容器を，さらに深く沈めるようにして 

問４ この実験で用いた密閉できる円筒形の容器の下面の面積は，8.0cm2である。容器の下半分を水中に沈めた

とき，容器の下面にはたらく水圧の大きさは何Ｐａか。求めなさい。 

 

問１  

問２   Ｎ 

問３  

問４   Ｐａ 

 

問１ カ 

問２ 0.51 Ｎ 

問３ ア 

問４ 275 Ｐａ 

 

問１ 浮力は，水中にある物体に上向きにはたらく力で，その大きさは「物体が空気中にあるときのばねばかりの

値－物体が水中にあるときのばねばかりの値」として求められる。 

問２ 円筒形の容器が空気中にあるときのばねばかりの値は，〔結果〕の表より 0.95Ｎ，容器の下半分を水中に沈め

たときのばねばかりの値は 0.73Ｎなので，浮力の大きさは 0.95－0.73＝0.22Ｎ。容器全体（残る上半分）を
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水中に沈めたときのばねばかりの値は，下半分を沈めたときと同じ大きさの浮力が生じることから，0.73－

0.22＝0.51Ｎになる。 

問３ 対照実験の考え方から，浮力と物体の重さの関係を調べる場合，容器の大きさや沈める深さなど，重さに関

係する事柄以外の条件は変えず，おもりの数のみを変えて調べる。 

 なお，実際には，浮力の大きさは水中に沈んでいる部分の体積に関係する。 

問４圧力の求め方 

圧力【Ｐa】＝
力の大きさ【Ｎ】

力がはたらく面積【ｍ2】
  （１cm2＝0.0001ｍ2） 

容器の下面にはたらく上向きの水圧の大きさ（浮力）は問２より 0.22Ｎ，円筒形の容器の下面の面積は 8.0cm2

＝0.0008ｍ2より，
0.22Ｎ

 0.0008ｍ2 
＝275Ｎ/ｍ2＝275Ｐａ 面積の単位に注意して計算する。 
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【過去問 18】 

光の進み方を調べる実験を行った。あとの問いに答えなさい。 

（富山県 2022 年度） 

〈実験１〉 

図１，図２のように，光源装置から出した光を半円形ガラスと台形ガ

ラスに当てた。 

問１ 図１のように，半円形ガラスに光を当てた場合，光は境界面を通り

ぬけなかった。このような現象を何というか，書きなさい。 

図１ 

 

問２ 図２のように，台形ガラスに光を当てた場合，光は境界面を通りぬ

けた。屈折して進む光の道すじを表したものとして，最も適切なもの

はどれか。次のア～エから１つ選び，記号で答えなさい。なお，矢印

は，光の道すじを表したものである。 

ア イ ウ エ 
    

図２ 

 

〈実験２〉 

㋐ 図３のように，直方体の水そうを用意し，Ｏ点の位置から視線

を矢印の方向に保ちながら水そうに液体を入れていった。なお，

図３は水そうを真横から見た様子を模式的に表したものである。 

㋑ 水そうに入れた液体の液面の高さがＰ点の位置まできたとき

に，水そうの底のＡ点が見えた。 

㋒ さらに液体を入れたところ，液面がある高さになったところ

で，水そうの底のＢ点が見えた。 

図３ 

 

問３ ㋒において，Ｂ点が見えたときの液面の高さはどこか，作図に

よって求め，その液面を実線（ ）で示しなさい。ただし，

液面の高さを求めるための補助線は，破線（ ）として残

しておくこと。 

〈実験３〉 

図４のように，正方形のマス目の上に鏡を置いたあと，ａ～ｄの

位置に棒を立て，花子さんが立っている位置からそれぞれの棒が鏡

にうつって見えるかどうか確かめた。ただし，鏡の厚さは考えない

ものとする。 

図４ 

 

問４ 花子さんから見たとき，鏡にうつって見える棒を，図４のａ～ｄからすべて選び，記号で答えなさい。 
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問５ 花子さんからａ～ｄのすべての棒が鏡にうつって見えるようになるのは，花子さんがＸ，Ｙのいずれの方

向に，何マス移動したあとか，答えなさい。 

 

問１  

問２  

問３ 

 

問４  

問５ 

方向   

マスの数   マス 

 

問１ 全反射 

問２ ア 

問３ 

 

問４ ｂ ， ｃ 

問５ 

方向 Ｘ 

マスの数 ２ マス 

 

問２ 入射角と屈折角の大きさの関係 

・光が，空気→ガラスと進むとき…入射角＞屈折角 

・光が，ガラス→空気と進むとき…入射角＜屈折角 

イは，ガラス→空気と進むときに入射角よりも屈折角の方が小さくなっているので誤りである。また，

ウとエは空気→ガラスと進むときに入射角よりも屈折角の方が大きくなっているので誤りである。 

問３ 水そうに液体を入れたときにＡ点，Ｂ点が見えるようになるのは，Ａ点，Ｂ点からの光がそれぞれ液体と空

気の境界面で屈折するためである。このとき，Ａ点，Ｂ点は，目に入る光の道すじを逆向きにのばした位置

から光が出ているように見える。まず，Ａ点から出て液面（高さＰ点）で屈折し，目に入る光の道すじの補

助線を，Ａ点から液面に向かってかく。次に，Ａ点から液面に向かってかいた補助線と平行な補助線をＢ点
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からかく。Ｂ点からかいた補助線と，視線の矢印との交点が，液面の高さとなる。 

問４ 花子さんが鏡を見たときに，鏡にうつって見える範囲は，図ⅰのように，鏡の端で入射角＝反射角となって

反射した光が花子さんに届く範囲である。 

問５ ａ，ｄの棒から出た光が，問４と同様に鏡の端で反射して花子さんに届く位置を考えればよい。図ⅱのよう

に，Ｘの方向に２マス移動すれば，ａもｄも鏡にうつって見えるようになる。 

図ⅰ  図ⅱ  
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【過去問 19】 

かいとさんとあおいさんは，浮力について興味をもち，次の実験を行った。ただし，質量 100ｇの物体にはた

らく重力の大きさを 1.0Ｎとし，糸や容器の質量は考えないものとする。あとの問いに答えよ。 

（福井県 2022 年度） 

〔実験１〕 図１のように，１個 250ｇのおもり ２個を円柱形の容器に入れて密閉した物体Ａを用意した。図

１の矢印の位置に糸をつけ，図２のように，物体Ａをばねばかりにつるし，十分に深い水の中にし

ずめていき，２cm しずめるごとに，ばねばかりの値を記録した。結果をグラフに表すと図３のよ

うになった。 

図１ 図２ 図３ 

   

〈実験１の結果についての会話〉 

かいと：図３から，しずめた深さが 10cmまでは，ばねばかりの値が小さくなっていくね。 

あおい：しずめた深さが 10cm以上になるとばねばかりの値が変化しないね。浮力は物体の何に関係している

のだろう。 

かいと：浮力は，①水中にある物体の体積の大きさに関係していると思う。また，水中に物体をしずめるとき

は物体の底面はより深いところに位置するから，より大きい水圧がはたらく。だから，すべてしずん

でいるときの浮力は，②物体の底面積に関係していると思う。 

あおい：そうかなぁ。物体が軽い方が浮きやすそうだから，浮力は，③物体の質量に関係していると思う。浮

力は物体の何に関係しているのかを，実験２で確かめてみよう。 

〔実験２〕 実験１と同じ質量のおもりを用いて，図４のようにおもりを入れて密閉した物体Ｂ～Ｆを用意し

た。物体Ｄと物体Ｅは同じ容器であり，物体Ｅは物体Ｄを上下反対の向きにしたものである。そ

れぞれ図４の矢印の位置に糸をつけ，物体をばねばかりにつるし，水中にすべてしずめたときの

ばねばかりの値を記録した。結果は表のようになった。なお，物体Ｆの記録はしていない。 

図４ 表 
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問１ 物体Ａを水にしずめた深さが４cmのときの，物体Ａにはたらく浮力の大きさは何Ｎか書け。 

問２ 波線の部分の理由を，「重力」「浮力」の２つの語句を用いて，簡潔に書け。 

問３ 浮力について述べた文として，正しいものをア～カから２つ選んで，その記号を書け。 

ア 下線の部分①は，物体Ａと物体Ｂの結果から正しい。 

イ 下線の部分②は，物体Ｄと物体Ｅの結果から正しい。 

ウ 下線の部分③は，物体Ａと物体Ｃの結果から正しい。 

エ 物体Ｂをすべてしずめたときの浮力と物体Ｅをすべてしずめたときの浮力は，同じである。 

オ 物体Ｄを 10cmしずめたときの浮力は，物体Ｅを 10cmしずめたときの浮力よりも大きい。 

カ 物体Ｄからおもりを２個取り除いて物体Ｄをすべてしずめると，浮力の大きさは半分になる。 

問４ 実験２の物体Ｆの記録は何Ｎか書け。 

問５ 物体Ｄを水中にまっすぐしずめていくときの，しずめた深さ（横軸）とばねばかりの値（縦軸）との関係

を表すとどうなるか。最も適当なものを次のア～エから１つ選んで，その記号を書け。 

 ア 

 

イ 

 

ウ 

 

エ 

 

 

問１   Ｎ 

問２  

問３   

問４   Ｎ 

問５  



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2022 年度 

36 

 

問１ 1.6 Ｎ 

問２ 重力の大きさは変わらず，浮力が大きくなったから。 

問３ ア オ 

問４ 3.5 Ｎ 

問５ ア 

 

問１ 図３より，しずめた深さが４cm のとき，ばねばかりの値は 3.4Ｎを示している。また，物体Ａを水にしずめ

る前のばねばかりの値は 5.0Ｎである。よって，この差である 5.0－3.4＝1.6Ｎが，この深さにおける物体Ａ

にはたらく浮力の大きさとなる。 

問３ ア…物体ＡとＢの比較は，おもりの数や底面積は同じで体積のみが異なる対照実験であり，またこの結果，

異なる値が得られており，下線の部分①は浮力の正しい説明である。イ…物体ＤとＥの比較は，体積やおもり

の数は同じで底面積のみが異なる対照実験だが，結果は同じ値となっており，下線の部分②が誤っているとい

える。ウ…物体ＡとＣの比較は，体積や底面積は同じでおもりの数，すなわち物体の質量のみが異なる対照実

験だが，結果は同じ値となっており，下線の部分③が誤っているといえる。エ…表より，物体Ｂをすべてしず

めたときの浮力は 5.0－3.0＝2.0Ｎ，物体Ｅをすべてしずめたときの浮力は 10.0－6.0＝4.0Ｎである。オ…物

体ＡとＢの比較より，水中にある部分の体積が大きい方が，物体にはたらく浮力は大きいことがわかる。底か

ら 10cm までをしずめたときの体積は，物体ＥよりもＤの方が大きい。カ…物体ＡとＢの比較，および，物体

ＡとＣの比較より，質量を変化させても体積が同じであれば，はたらく浮力の大きさは変わらない。 

問４ 物体Ｆを水中にすべてしずめたときのばねばかりの値を x とする。物体Ｆは体積が 400cm3で物体ＤやＥと等し

いため，すべてしずめたときにはたらく浮力の大きさもこれらと同じ 4.0Ｎとなる。したがって，空気中でばね

ばかりが示す値が 7.5Ｎであることから，7.5－x＝4.0 x＝3.5Ｎ 

問５ 容器の形から，同じ深さだけしずめたときの水中にある部分の体積の増加は，しだいにゆるやかとなる。よ

って，この値に関係する浮力の増加も同様にゆるやかとなるから，ばねばかりが示す値は，物体Ｄをしずめる

につれてあまり変化しなくなり，すべてしずんだ 20cm 以降は 6.0Ｎで一定となる。このようすが表されてい

るグラフはアとなる。 
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【過去問 20】 

問いに答えなさい。 

（長野県 2022 年度） 

問１ 太郎さんは，図１のような
いし

石
つり

釣
せん

船という船で，巨大な石を水中に沈めて運

んでいたことに興味をもち，船の浮力に関する次のような実験を行った。た

だし，糸の質量や体積は考えないものとし，質量 100ｇの物体にはたらく重

力の大きさを１Ｎとする。 

図 1 

省 略 

zu 

〔実験１〕 

① 図２のように，軽い材質でつくった質量 20ｇの船

と，質量 250ｇのおもりを用意した。 

② 図３のように，水に，船だけを浮かべたものをＡ，

船の上におもりをのせて浮かべたものをＢ，船底に

おもりをつるして浮かべたものをＣとし，静止した

ときの水面から船底までの距離をはかり，表１にま

とめた。ただし，水面と船底はつねに平行な状態を

保っていたものとする。 

図２ 

 

図３ 

 

表１ 

 

(1) Ａについて，船にはたらく重力の大きさは何Ｎか，小数第１位まで書きなさい。 

(2) Ｂについて，船にはたらく力はつり合っている。 

ⅰ 船にはたらく重力，船にはたらく浮力，おもりが船を押す力の３語を使って，船にはたらく力のつり合

いの関係について，簡潔に説明しなさい。 

ⅱ 船にはたらく浮力の大きさは何Ｎか，小数第１位まで書きなさい。 

(3) 表１で，水面から船底までの距離はＢの方がＣより大きくなった。Ｂについて，水面から船底までの距離

を 1.7cmにするには，おもりを何ｇのものに変えればよいか，整数で書きなさい。 

(4) Ｃについて，船底につるすおもりの数を変えた

ときの水面から船底までの距離を調べたところ，

表２のようになった。 

ｉ 表２をもとにまとめた次の文の  あ  ， 

 い  に当てはまる値をそれぞれ求め，整数で書

きなさい。 

表２ 
    

つるしたおもり〔個〕 ０ １ ２ ３ 

つるしたおもり全体の質量〔ｇ〕 ０ 250 500 750 

つるしたおもり全体の体積〔cm3〕 ０ 100 200 300 

水面から船底までの距離〔cm〕 0.2 1.7 3.2 4.7 

     

おもりを１個増やすごとに，水面から船底までの距離が 1.5cmずつ増えるので，水面下にある船の体積

は  あ  cm3ずつ増える。したがって，つるしたおもり全体の体積と水面下にある船の体積の和は，250ｇ

のおもりを１個増やすごとに  い  cm3ずつ増える。 
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ⅱ 厚さ５cm で船底の面積を広くした船Ｘを準備し，Ｘの船底におもりを４個つるしたところ，水面から

船底までの距離は 4.2cmとなった。Ｘの質量が 30ｇであったとき，Ｘの船底の面積は何 cm2か，表２から

わかることをもとに面積を求め，整数で書きなさい。 

 

問１ 

(1)   Ｎ 

(2) 

ⅰ  

ⅱ   Ｎ 

(3)   ｇ 

(4) 

ⅰ あ  い  

ⅱ   cm2 

 

問１ 

(1) 0.2 Ｎ 

(2) 

ⅰ 

例 

船にはたらく浮力は，船にはたらく重力と，おもりが船を押

す力の合力に等しい 

ⅱ 2.7 Ｎ 

(3) 150 ｇ 

(4) 

ⅰ あ 150 い 250 

ⅱ 150 cm2 

 

問１ (1) 質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとするので，質量が 20ｇ，すなわち 

100ｇの
１

 ５ 
の船には，１Ｎの

１

 ５ 
の 0.2Ｎの大きさの重力がはたらく。なお，図３のＡで船が水に浮かんで静止

していることから，船にはたらく浮力の大きさは，この重力とつり合う大きさの 0.2Ｎとなる。 

(2)  ⅰ おもりにも下向きに重力がはたらくため，おもりは船をこの重力と同じ大きさの力で下向きに押して

いる。したがって，船に対して下向きにはたらく力は，（船にはたらく重力）＋（おもりが船を押す力）と

いう合力となり，この下向きの合力に対し，船に対して上向きにはたらく力である浮力がつり合うため，Ｂ

では船が水面に浮かんで静止している。 

ⅱ ⅰより，（船にはたらく浮力）＝（船にはたらく重力）＋（おもりが船を押す力）という関係が成り立

ち，質量 20ｇの船にはたらく重力の大きさは，(1)より 0.2Ｎ，質量 250ｇのおもりが船を押す力の大きさは，

おもりにはたらく重力の大きさと等しい 2.5Ｎであるから，浮力の大きさはこれらの合計とつり合う，0.2
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＋2.5＝2.7Ｎとなる。 

(3) (1)，(2)と表１の結果を合わせて考えると，実験１ではＣのようにおもりが直接水に入らず，Ａ，Ｂのように

船のみが水に接して入っているとき，水面から船底までの距離は，船にはたらく浮力の大きさに比例してい

る。したがって，水面から船底までの距離が 1.7cm となるときの船にはたらく浮力の大きさを f とすると，

船にはたらく浮力の大きさは，2.7cm：2.7Ｎ＝1.7cm：fより，f＝1.7Ｎとなる。船にはたらく浮力の大きさ

は，船にはたらく重力とおもりが船を押す力の合力と等しいことから，おもりが船を押す力の大きさは，1.7

－0.2＝1.5Ｎとなり，この大きさの重力がはたらくおもりの質量は，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大

きさを１Ｎとするので，150ｇである。 

(4) ⅰ 水面から船底までの距離が 1.5cm増えると，水面下にある船の体積は，10cm×10cm×1.5cm 

＝150cm3 増える。よって，水面下では，これだけの船の体積が１個あたりの体積が 100cm3 のおもりを増や

すごとに増加するので，船とおもりの体積の和は，150＋100＝250cm3ずつ増加している。 

ⅱ 表２をもとに，船とおもり全体の体積と質量についてまとめると，次のようになる。 

つるしたおもり〔個〕 ０ １ ２ ３ 

(つるしたおもり＋水面下にある船)の体積〔cm3〕 20 270 520 770 

(つるしたおもり全体＋船)の質量〔ｇ〕 20 270 520 770 

この表より，（つるしたおもり＋水面下にある船）の体積と，（つるしたおもり全体＋船）の質量で，数値

が一致していることがわかる。 

 この結果をもとに，船Ｘの船底の面積を xとしてこの船におもりをつるした場合を考えると，この船にお

もりを４個つるすと，おもりの体積は 400cm3，水面下にある船の体積は x×4.2cm3となる。したがって，（つ

るしたおもり＋水面下にある船）の体積は，(400＋x×4.2)cm3…㋐ 一方，（つるしたおもり全体＋船）の質

量は，250×４＋30＝1030ｇ…㋑ ㋐と㋑で数値が一致するから， 

400＋x×4.2＝1030として xを求めると，x＝150cm3となる。 
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【過去問 21】 

問いに答えなさい。 

（岐阜県 2022 年度） 

問１ ある場所で発生した雷の，光が見えた瞬間の時刻と，音が聞こえ始めた時刻を観測した。表１は，その結

果をまとめたものである。 

表１ 

光が見えた瞬間の時刻 音が聞こえ始めた時刻 

19時 45分 56秒 19時 46分 03秒 

(1) 次の      の①，②に当てはまる正しい組み合わせはア，イのどちらか。符号で書きなさい。 

 光が見えてから音が聞こえ始めるまでに時間がかかった。これは，空気中を伝わる  ①  の速さが， ②  

の速さに比べて，遅いためである。 

ア ① 光 ② 音 イ ① 音 ② 光 

(2) 観測した場所から，この雷までの距離は約何 kmか。ア～エから最も適切なものを１つ選び，符号で書き

なさい。ただし，空気中を伝わる音の速さは 340ｍ/ｓとする。 

ア 約 2.38km イ 約 18.0km ウ 約 19.4km エ 約 48.6km 

 

問１ 

(1)   

(2)   

 

問１ 

(1) イ 

(2) ア 

 

問１ (1)，(2) 音は光に比べるとはるかに速さが遅いため，雷や花火などを遠方から観測すると，見える時点と音が

聞こえる時点に差が生じることになる。ここで観測された雷でも，光は非常に速く進むので，観測した場所に

届くまでの時間は無視できるが，音は届くまでに時間を要する。したがって，光が見えた瞬間の時刻から音が

聞こえ始めた時刻までの７秒間に，速さ 340ｍ/ｓの音が伝わっているので，そのときの距離は，340ｍ/ｓ×７

ｓ＝2380ｍ＝2.38㎞ 
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【過去問 22】 

次の問いに答えなさい。 

（静岡県 2022 年度） 

問２ 図２のように，モノコードを用いて音の高さを調べる実験を行っ

た。はじめに，弦をはじいたところ，440Hz の音が出た。次に，弦の

張りを強くし，440 Hz の音を出すために，木片を移動させた。次の      

の中の文が，弦の張りを強くしたときに 440 Hz の音を出すための操

作について適切に述べたものとなるように，文中の（  ），

（  ）のそれぞれに補う言葉の組み合わせとして，  

図２ 

 

あとのア～エの中から正しいものを１つ選び，記号で答えなさい。ただし，木片と三角台の中央付近の弦を

はじくものとし，弦をはじく強さは変えないものとする。 

弦の張りを強くすると振動数が（  ）なり，440Hz の音よりも高い音が出る。そこで，440Hz の音

を出すためには，図２の「弦の長さ」を（  ）する方向に木片を移動させる。 

ア  少なく（小さく）  長く イ  多く（大きく）  長く 

ウ  少なく（小さく）  短く エ  多く（大きく）  短く 

 

問２  

 

問２ イ 

 

問２ 音の大きさと高さ 

・音の大きさ…振幅が大きいほど大きくなる。 

・音の高さ……振動数が多く（大きく）なるほど高くなる。 

モノコードでは，弦のはりを強くすると音は高くなり，弦のはりを弱くすると音は低くなる。また，はじ

く部分の弦の長さが長いほど音は低くなり，短いほど音は高くなる。 
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【過去問 23】 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2022 年度 A） 

問２ 弦をはじいたときの音の高さについて調べるため，次の〔実験１〕と〔実験２〕を行った。 

〔実験１〕① 図のように，定滑車を取り付けた台の点

Ａに弦Ｘの片方の端を固定し，２つの同じ

三角柱の木片の上と定滑車を通しておもり

をつるした。 

 ただし，木片間の距離はＬ１，おもりの質

量はＭ１とする。 

図 

 

② 弦をはじいて，音の高さを調べた。 

③ 距離Ｌ１とおもりの質量Ｍ１をそのままにして，弦を弦Ｘより細い弦Ｙに取りかえ，弦をはじ

いて，音の高さを調べた。 

〔実験１〕では，弦Ｙのほうが，音が高かった。 

〔実験２〕 〔実験１〕の装置を用いて，木片間の距離，弦の種類，おもりの質量をかえ，弦をはじいて，音の

高さを調べた。 

表は，そのときの条件を〔実験１〕も含めて整理した

ものである。 

ただし，木片間の距離Ｌ２はＬ１より短く，おもりの質

量Ｍ２はＭ１より小さいものとする。 

実験の結果，条件ⅠからⅣまでのうち，２つの条件で音の高さが

同じであった。 

表 

 
木片間の 

距離 
弦 

おもりの 

質量 

Ⅰ 

Ｌ１ 
Ｘ 

Ｍ２ 

Ⅱ 

Ｍ１ 
Ⅲ Ｙ 

Ⅳ Ｌ２ Ｘ 

実験で発生する音の高さが同じになる２つの条件の組み合わせとして最も適当なものを，次のアからオまで

の中から選んで，そのかな符号を書きなさい。 

ア Ⅰ，Ⅱ イ Ⅰ，Ⅲ ウ Ⅰ，Ⅳ エ Ⅱ，Ⅲ オ Ⅲ，Ⅳ 

 

問２  

 

問２ オ 

 

問２ 木片間の距離（弦の長さ）が短いほど，弦が細いほど，おもりの質量が大きい（＝弦を張る強さが強い）ほ

ど，音は高くなる。木片間の距離の大小関係はＬ1＞Ｌ2，弦の太さの大小関係はＸ＞Ｙ，おもりの質量の大小

関係はＭ1＞Ｍ2となる。音が最も高い組み合わせは（Ｌ2，Ｙ，Ｍ1）であるが，Ⅰ～Ⅳにはない。次に音が高い

と考えられる組み合わせは，Ⅲ(Ｌ1，Ｙ，Ｍ1)，Ⅳ(Ｌ2，Ｘ，Ｍ1)，(Ｌ2，Ｙ，Ｍ2)であるが，(Ｌ2，Ｙ，Ｍ2)は

表にない。したがって，音の高さが同じと考えられるのはⅢとⅣである。Ⅱ(Ｌ1，Ｘ，Ｍ1)は，その次に音が

高いと考えられる組み合わせの１つであり，Ⅰ(Ｌ1，Ｘ，Ｍ2)は，最も音が低い組み合わせである。 
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【過去問 24】 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2022 年度 B） 

問２ 図のように，垂直な壁に固定されている表面が平らな鏡が

ある。鏡の正面の位置Ａにまっすぐに立ち，自分の姿を鏡にう

つしたところ，鏡にうつって見えた範囲はひざから上のみであ

った。次の文章は，鏡の真下の点Ｏと位置Ａの中点である位置

Ｂにまっすぐに立ったときに，鏡にうつって見える範囲につい

て説明したものである。文章中の（ Ⅰ ）にはあとのアから

ウまでの中から，（ Ⅱ ）にはあとのエからカまでの中から，

それぞれ最も適当なものを選んで，そのかな符号を書きなさ

い。 

図 

 

位置Ａから位置Ｂまで鏡に近づき，鏡の正面にまっすぐに立ったとき，鏡にうつって見える範囲は位置Ａ

に立ったときと比べて（ Ⅰ ）。この理由は，（ Ⅱ ）からである。 

ア 広くなり，ひざの下まで見える 

イ 狭くなり，ひざが見えなくなる 

ウ 変わらず，ひざまで見える 

エ 鏡に近づいたときも，光の反射角は入射角と等しい 

オ 鏡に近づくと，鏡にうつる虚像が大きくなる 

カ 鏡に近づくと，屈折により小さく見える 

 

問２ Ⅰ  Ⅱ  

 

問２ Ⅰ ウ Ⅱ エ 

 

問２ 光は，常に入射角＝反射角となる。このため，位置Ａからひざから上のみが見えているとき，ひざから鏡の

下端への入射光は図(1)のように反射し，この反射光が目に届いている。位置Ｂまで移動しても，入射角＝反射

角の関係は常に成り立つから，鏡の下端で反射して目に届く反射光となる入射光の始点は，図(2)のようにひざ

からで変わらない。このように，鏡にうつって見える範囲は，鏡の近くにいても遠くにいても同じとなる。 
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図(1)  図(2)  
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【過去問 25】 

おもりを持ち上げたときの滑車のはたらきについて調べるため，次の〔実験１〕から〔実験３〕までを行った。

ただし，ばねばかり，滑車及び糸の質量は無視できるものとし，滑車に摩擦力ははたらかないものとする。 

〔実験１〕① 図１のように，スタンドに定規を固定し，ばねば

かりに糸のついたおもりを取り付けた。 

② 糸にたるみがなく，ばねばかりの示す力の大きさ

が０Ｎとなる位置から，ゆっくりと一定の速さでば

ねばかりを 24.0cm真上に引いた。このとき，ばねば

かりを引いた距離とばねばかりの示す力の大きさと

の関係を調べた。 

図１ 

 

図２は，〔実験１〕の②の結果につい

て，横軸にばねばかりを引いた距離

〔cm〕を，縦軸にばねばかりの示す力

の大きさ〔Ｎ〕をとり，その関係をグ

ラフに表したものである。 

 

図２ 

 

次の問いに答えなさい。 

（愛知県 2022 年度 B） 

問１ 〔実験１〕の②の途中で，ばねばかりを 16.0cm真上に引いたとき，床からのおもりの高さは何 cmか，小

数第１位まで求めなさい。 

問２ 〔実験１〕の②の途中で，おもりが床から離れた直後から，12.0cm の高さになるまで，おもりを引き上

げた仕事は何Ｊか，小数第１位まで求めなさい。 

 

問１   cm 

問２   Ｊ 

 

問１ 8.0 cm 

問２ 1.2 Ｊ 

 

問１ 図２からは，次の２点を読み取ることができる。 

・ばねばかりを引いた距離が 8.0cm となるまでは，おもりは床と接したまま，ばねばかりのばねがのびてい

る。 
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・8.0cm をこえると，おもりは床から離れて引き上げられ，それ以降はばねばかりを引いた距離に関わらず，

ばねばかりで測定される力の大きさはおもりにはたらく重力の大きさで一定となる。 

よって，16.0cm 真上に引いたとき，8.0cm までおもりは床の上にあるから，床から引き上げられた高さ

は，16.0－8.0＝8.0cmとなる。 

問２ 問１より，おもりにはたらく重力の大きさは，ばねばかりを引いた距離が 8.0cm以降で測定される 10.0Ｎで

ある。このおもりを 12.0cm（＝0.12ｍ）の高さまで真上に引き上げるときの仕事の大きさは， 

10.0Ｎ×0.12ｍ＝1.2Ｊとなる。 
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【過去問 26】 

次の実験について，あとの各問いに答えなさい。 

（三重県 2022 年度） 

<実験> 光の進み方を調べるため，光源装置，スリット台，半円形レンズ，全円分度器（360°の目盛りが

示されている円形の分度器）を用いて，水平な机の上で，次の①～③の実験を行った。 

① 図１のように，スリット台の上に，全円分度器，

半円形レンズを置き，光源装置から半円形レンズの

中心に向かって光を当て，光の進み方を調べた。た

だし，半円形レンズの中心は，全円分度器の中心に

重ね合わせて置いてある。図の点線  は，半円形

レンズの平らな側面に垂直な直線を半円形レンズの

中心を通るように引いたものであり，この点線と光

の道すじがなす角を角Ａ，角Ｂとした。角Ａの大き

さを変化させて，角Ｂの大きさを調べ，その結果を

表にまとめた。 

図１ 

 

表 

 

図２は，図１の半円形レンズと全円分度器と光の道

すじを真上から見たようすを模式的に示したもので

ある。ただし，全円分度器には，10°
かん

間
かく

隔に目盛りが

示してある。 

図２ 

 
 

② 次に，半円形レンズの曲面側からレンズの中心に

向かって光を当てた。図３は，そのときの半円形レ

ンズと全円分度器とレンズの中心までの光の道すじ

を真上から見たようすを模式的に示したものであ

る。 

図３ 

 

③ 図３の状態から，半円形レンズを時計回りに 10°

ずつ回転させ，光の道すじを調べたところ，図４の

ように時計回りに 30°回転させたとき，光はレンズ

の中心で全反射し，レンズの中心から空気中へ進む

光の道すじを見ることができなかった。 

図４ 
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問１ ①について，次の(a)，(b)の各問いに答えなさい。 

(a) 角Ｂのことを何というか，その
めい

名
しょう

称を書きなさい。 

(b) 図５のように光を当てたとき，角Ｂは何度になるか，

その角度を書きなさい。ただし，図５は，そのときの半

円形レンズと全円分度器とレンズの中心までの光の道

すじを真上から見たようすを模式的に示したものであ

る。 

図５ 

 

問２ ②について，図３のように光を当てたとき，半円形レンズの中心から空気中へ進む光はどのように進むか，

光の道すじを，図３に を使って表しなさい。 

問３ ③について，図４のように光を当てたとき，入射した光の道すじと，反射した光の道すじのなす角は何度

になるか，その角度を書きなさい。ただし，この角度は 180°以下とする。 

 

問１ 

(a)   角 

(b)   度 

問２ 

 

問３   度 

 

問１ 

(a) 屈折 角 

(b) 25 度 

問２ 

 

問３ 120 度 

 

問１ (a) 境界面に垂直な直線（図中の点線）と，境界面で屈折して進む光の間の角度となるので，角Ｂは屈折角

を表す。なお，角Ａは入射角を表している。 
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(b) 図５は，入射角（角Ａ）が 40°の場合を模式的に示したものである。よって，表より，屈折角（角Ｂ）は

25°となる。 

問２ 図３では，進む方向はレンズ中→空気中で逆となるが，表で角Ｂが 30°の場合と同じように光は境界面で

屈折して進む。よって，この角度で境界面に入射した光は，境界面で屈折し，50°の屈折角をなして空気中

を進む。 

問３ 図４の場合は全反射をするとあるので，入射光は屈折せ

ずにすべて境界面で反射し，反射光はレンズ中を進む。こ

のとき，入射角と反射角は等しくなるので，反射した光の

道すじは右図のようになる。よって，求める角度は，60＋

60＝120° 
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【過去問 27】 

千秋さんと夏希さんは，光の進み方や凸レンズのはたらきについて興味をもち，実験を行いました。後の問１

から問５に答えなさい。 

（滋賀県 2022 年度） 

 

 

 

 

【実験１】 

図１ 図２ 図３ 

  

〈方法〉 

① 図１のように，半円形のガラスを分度器の上に中心をかさねて置き，光源装置の光が中心を通るよ

うにする。 

② 図２のように，空気中から半円形のガラスに光を当てて真上から光の道すじを観察して，入射角と

屈折角の大きさをはかる。光源装置を動かし，入射角を変えて同様に入射角と屈折角をはかる。 

③ 図３のように，半円形のガラスから空気中に光を当てて真上から光の道すじを観察して，入射角と

屈折角の大きさをはかる。光源装置を動かし，入射角を変えて同様に入射角と屈折角をはかる。 

〈結果〉 

表１，表２は，光が空気中からガラスに入るときと，光がガラスから空気中に入るときの入射角と屈

折角の測定値である。 
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表１ 光が空気中からガラスに入るとき 表２ 光がガラスから空気中に入るとき 

  

問１ 実験１の結果から考えて，光が空気中からガラスに入るときと，光がガラスから空気中に入るときの光の

進み方を正しく説明しているものを，次のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

ア 表１では，入射角は屈折角よりも小さく，入射角が大きくなると屈折角は小さくなる。 

イ 表２では，入射角は屈折角よりも小さく，入射角が大きくなると屈折角は小さくなる。 

ウ 表１で入射角をさらに大きくすると，ある角度からガラスの表面で屈折せずにすべて反射する。 

エ 表２で入射角をさらに大きくすると，ある角度からガラスの表面で屈折せずにすべて反射する。 

問２ 図４のＡの位置に鉛筆を立て，矢印（ ）の方向から観察しました。鉛筆の見え方を正しく表したもの

を，次のアからエまでの中から１つ選びなさい。 

図４  ア  イ  ウ  エ  

【話し合い】 

夏希さん：カメラのしくみを調べるために段ボールと，薄紙のスクリーンを用いて簡易カメラをつくった

よ。 

千秋さん：中づつにあるスクリーンをのぞくと周りの景色が上下左右逆にうつるね。 

夏希さん：中づつの位置を変えると像がぼやけることに気づいたよ。 

千秋さん：凸レンズから物体までの距離と，物体の像がはっきりとうつるときの凸レンズからスクリーン

までの距離との関係を調べてみよう。 

【実験２】 

〈方法〉 

① 凸レンズの軸に平行な光を当て

て焦点を調べ，焦点距離をはかる。 

② ①で焦点距離を調べた凸レンズ，

段ボール，薄紙でつくったスクリー

ンを用いて図５のような簡易カメ

ラをつくる。また，凸レンズからス 

図５ 

 

クリーンまでの距離は，０cmよりも大きく 36cmよりも小さい範囲で移動できるようにする。 

③ 物体を図５のア，イ，ウの位置に置き，中づつを動かしながら，像がはっきりとうつるときの凸レ

ンズからスクリーンまでの距離を調べる。 
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〈結果〉 

①の結果，実験で使用した凸レンズの焦点距離は，12cmであることがわかった。 

表３は，実験の結果をまとめたものである。 

表３ 

 

問３ 実験２の①で，凸レンズの軸に平行な３本の光を当てたとき，光が凸レンズを通る道すじを図６に表しなさい。

ただし，方眼紙の１マスは１cmとし，屈折は凸レンズの中心線で１回だけするものとします。 

図６  

問４ 実験２で，凸レンズからスクリーンまでの距離が焦点距離よりも短いとき，スクリーンにはっきりとした

像をうつすことはできません。その理由を書きなさい。 

問５ 千秋さんは図５の簡易カメラを使って，物体の像をスクリーンにはっきりとうつしたいと考えました。次

の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 凸レンズから物体を遠ざけていくとき，物体の像をはっきりとうつすためには，スクリーンの位置を変え

る必要があります。物体をしだいに遠ざけていくと，スクリーンは凸レンズから何 cm のところに近づいて

いきますか。整数で答えなさい。 

(2) この簡易カメラを使って，物体よりも大きい像をスクリーンにはっきりとうつすためには，凸レンズから

スクリーンまでの距離は，何 cmよりも大きく，何 cmよりも小さい範囲となりますか。整数で答えなさい。 
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問１  

問２  

問３ 

 

問４  

問５ 

(1)   cm 

(2) 
（       ）cmよりも大きく， 

（       ）cmよりも小さい範囲 

 

問１ エ 

問２ イ 

問３ 

 

問４ 
焦点距離よりも近い位置にスクリーンを置いたときは，レンズを通

った光は一点で交わることがないため。 

問５ (1) 12 cm 
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(2) 
 （   24   ）cmよりも大きく， 

 （   36   ）cmよりも小さい範囲 

 

問１ ア…表１において，「入射角は屈折角よりも大きい」，また，「入射角が大きくなると屈折角は大きくなる」

ので誤り。イ…表２において，「入射角は屈折角よりも小さい」ことは正しいが，「入射角が大きくなると屈

折角も大きくなる」ので誤り。ウ…この実験における入射角は 90°を超えない。また，表１において，屈折

角は入射角よりも小さいので，入射角をさらに大きくしても，屈折角が 90°を超えることはない（ガラスの

表面で屈折せずにすべて反射することはない）ので誤り。エ…表２において，屈折角は入射角よりも大きく

なっている。したがって，表２で入射角をさらに大きくしていくと，入射角が 90°に到達する前に屈折角が

90°を超える。このとき，ガラスから空気中に向かう光は，半円形のガラスの表面で屈折せずにすべて反射

して進むようになる（全反射という）。 

問２ 図４のとき，鉛筆の半円形のガラスを通して見える部分が反

射した光は，半円形レンズ中を右の図のように屈折して目（観

察方向の矢印）に届くので，「半円形ガラスの表面→目（観察

方向の矢印）」と進む光の道すじの延長線上にあるように見え

る。したがって，鉛筆の半円形のガラスを通さずに直接見える

部分よりも少し右にずれて見える。よって，イとなる。 
 

 
問３ 凸レンズに入射した光の道すじ 

・凸レンズの軸（光軸）に平行に入射した光…反対側の焦点を通る。 

・凸レンズの中心に入射した光…そのまま直進する。 

・凸レンズの焦点を通って入射した光…凸レンズを通過後，凸レンズの軸と平行に進む。 

まず，図６の凸レンズの軸上に焦点（光が入射した側と反対側の焦点）の位置をかき入れる（方眼

紙の１マスは１cmとしているので，凸レンズの中心から右に12マス）。３本の光はいずれも凸レンズ

に対して凸レンズの軸に平行に入射しているので，それぞれ凸レンズの中心線との交点から，はじめ

にかき入れた焦点を通るように直線を引く。 

問４ スクリーン上にできる像（実像）は，物体から出た光が凸レンズで屈折してスクリーン上で集まることでで

きる。凸レンズからスクリーンまでの距離が焦点距離よりも短いと，スクリーン上で光が集まらず，像がで

きない。 

問５ (1) 凸レンズから物体を遠ざけていくとき，物体の像をはっきりとうつすためには，スクリーンの位置を近

づけていく必要がある。このとき，凸レンズの焦点（12cm）よりも内側では像ができないので，スクリーン

の位置は，凸レンズから 12cmのところに近づく。 

(2) 凸レンズの両側の焦点距離は等しいので，物体の位置がイにある（凸レンズから物体，凸レンズとスクリ

ーンまでの距離が焦点距離の２倍で等しい）とき，物体と像の大きさは同じである。このときの凸レンズか

らスクリーンまでの距離は，12cm×２＝24cm。凸レンズからスクリーンまでの距離を大きくすると，スクリ

ーン上にできる像の大きさは大きくなっていくが，方法の②より，凸レンズからスクリーンまでの距離は最

大で 36cm なので，この簡易カメラを使って，物体よりも大きい像をスクリーンにはっきりとうつすために

は，凸レンズからスクリーンまでの距離は，24cmよりも大きく，36cmよりも小さい範囲であるといえる。 
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【過去問 28】 

凸レンズによる像のでき方について調べるために，次の〈実験〉を行った。これについて，下の問１～問３に

答えよ。 

（京都府 2022 年度） 

〈実験〉 

操作① 右のⅠ図のように，光学台上に，光源，凸レンズ，ス

クリーンを一直線上に設置する。 

操作② 光源から凸レンズまでの距離を 30cm，40cm，60cmに変

え，それぞれの距離において，スクリーン上にはっきりし

た光源の実像がうつるようにスクリーンを動かし， 

Ⅰ図 

 

そのときの凸レンズからスクリーンまでの距離と，光源と比べた光源の実像の大きさを調べる。 

【結果】 スクリーン上にはっきりした光源の実像がうつったときの，光源から凸レンズまでの距離，

凸レンズからスクリーンまでの距離，光源と比べた光源の実像の大きさをまとめると次のよ

うになった。 

 

問１ 【結果】中の  Ａ ・ Ｂ  に入る表現として最も適当なものを，次の(ア)～(ウ)からそれぞれ１つず

つ選べ。また，【結果】から考えて，〈実験〉で用いた凸レンズの焦点距離は何 cmか求めよ。 

(ア) 光源より大きい (イ) 光源より小さい (ウ) 光源と同じ 

問２ 操作②で，スクリーン上に光源の実像がはっきりうつっているとき，右のⅡ

図のように，凸レンズの上半分に光を通さない紙をはる。このとき，光を通さな

い紙をはる前と比べて，スクリーン上にうつる光源の実像がどのようになるか

について述べた文として最も適当なものを，次の(ア)～(カ)から１つ選べ。 

Ⅱ図 

 

(ア) 光源の上半分だけがうつるようになり，明るさは変わらない。 

(イ) 光源の上半分だけがうつるようになり，暗くなる。 

(ウ) 光源の下半分だけがうつるようになり，明るさは変わらない。 

(エ) 光源の下半分だけがうつるようになり，暗くなる。 

(オ) 光源の全体がうつったままで，暗くなる。 

(カ) 実像はまったくうつらなくなる。 
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問３ 凸レンズによってできる像は，実像の他に虚像もある。次の文章は，凸レンズを通して見える虚像に関し

て述べたものの一部である。文章中の     に共通して入る表現を，焦点という語句を用いて５字以上，

８字以内で書け。 

光源を凸レンズの     に置くと，凸レンズを通った光が広がるので実像はうつらなくなるが，凸レ

ンズを通して実際の物体より大きな虚像が見える。 

 身近に虚像が用いられている例に，虫めがねによる観察がある。私たちが虫めがねを使って，小さな物

体を拡大して観察しているとき，観察している小さな物体は，虫めがねのレンズの     にある。 

 

下書き用         

 
    ５   ８ 

 

問１ 

Ａ ア イ ウ Ｂ ア イ ウ 

 cm 

問２ ア イ ウ エ オ カ 

問３         

    ５   ８ 

 

問１ 

Ａ ア Ｂ イ 

 20 cm 

問２ オ 

問３ 焦 点 よ り 内 側   

    ５   ８ 
 

問１ 凸レンズがつくる実像の特徴 

凸レンズを通過した光がつくる実像には，次のような特徴がある。 

・もとの物体と上下左右が逆向きとなる。 

・物体の位置が焦点に近づくほど，実像ができるスクリーンの位置は凸レンズから離れ，また，できる実像

は大きくなる。 

・物体の位置が焦点距離の２倍の位置にあるとき，凸レンズの反対側で焦点距離の２倍の位置にあるスクリ

ーンに，もとの物体と同じ大きさの実像ができる。 

光源から凸レンズまでの距離と凸レンズからスクリーンまでの距離が 40cmで等しい場合に，光源と同じ大き

さの実像ができている。よって，この距離が凸レンズの焦点距離の２倍の距離となるから，凸レンズの焦点距

離は 40cm÷２＝20cmである。この場合と比較すると，光源から凸レンズまでの距離が 30cm の場合は焦点に近

づいているので，凸レンズにより遠い位置（40cm→60cm）のスクリーンに，より大きな実像ができる。一方，

60cmの場合は焦点から遠ざかっているので，より近い位置（40cm→30cm）のスクリーンに，より小さな実像が

できる。 

問２ 光源から出た光は，凸レンズのあらゆる場所を通過して実像をつくるので，凸レンズの一部で光の通過をさ

またげても，光源全体の実像ができる。ただし，通過する光の量が減少するので，できる像は暗くなる。 
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問３ 物体が凸レンズの焦点よりも内側（凸レンズに近い側）にあるとき，凸レンズを反対側からのぞくと，物体

の虚像を見ることができる。虚像は，もとの物体と比べて上下左右が同じ向きで，大きさは大きくなる。虫め

がねは，この性質を利用した観察器具である。 
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【過去問 29】 

有人潜水調査船「しんかい 6500」が深海に潜るときや海面に戻るときには，浮力と重力の差を利用する。この

ことを知ったＳさんは，ばねを用いて浮力と重力について調べる実験を行い，「しんかい 6500」の下降・上昇につ

いて考察を行った。あとの問いに答えなさい。ただし，実験１～３で用いたばねはすべて同じばねで，ばねの重さ

や体積，ばねにはたらく浮力の大きさは考えないものとする。また，質量 100ｇの物体にはたらく重力の大きさは

１Ｎとする。 

（大阪府 2022 年度） 

【実験１】図Ⅰのように，ばねにお

もりをつるし，ばねに加えた力

の大きさとばねの長さとの関

係を調べた。 

 

図Ⅰ 

 

図Ⅱ 

 

［実験１のまとめ］ 

測定結果をグラフに表すと図Ⅱのようになった。

ばねの長さから，ばねに力を加えていないときの長

さをひいて，ばねののびを求めると， ばねののび

は，ばねに加えた力の大きさに比例していることが

分かった。 

問１ 質量 250ｇの物体にはたらく重力の大きさは何Ｎか，求めなさい。 

問２ ばねに力を加えていないときのばねの長さは，図Ⅱより読み取ると何 cmであると考えられるか。答えは

整数で書くこと。 

問３ 下線部  について，この関係は何と呼ばれる法則か，書きなさい。 
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【実験２】図Ⅲのように，高さの調節できる台に水槽を置き，円

柱Ａ（重さ 2.0Ｎ，高さ 6.0cm，底面積 20cm2）を，円柱の底

面と水面がつねに平行になるようにしながら，ばねにつる

した。このとき，台の高さを調節することで，水面から円柱

の底面までの長さとばねの長さとの関係を調べた。 

図Ⅲ 

 

［実験２のまとめ］ 

・測定結果 

 水面から円柱の

底面までの長さ

〔cm〕 
０ 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0 

 

 ばねの長さ〔cm〕 31 27 23 19 19 19  

・浮力の大きさは，円柱Ａにはたらく重力の大きさからば

ねに加えた力の大きさをひくと求めることができる。 

・円柱の一部分が水中にあるとき，水面から円柱の底面ま

での長さが2.0cm増えるごとに，ばねの長さが  ⓐ  cmず

つ短くなるので，浮力の大きさは0.4Ｎずつ大きくなる。 

・円柱の底面と水面が平行なので，円柱の一部分が水中にあるとき，水面から円柱の底面までの長さと，

円柱の水中にある部分の体積は比例する。よって，浮力の大きさは物体の水中にある部分の体積に比例

すると考えられる。 

・円柱Ａが完全に水中にあるときには，深さに関わらず，浮力の大きさは  ⓑ  Ｎである。 

問４ 文中の  ⓐ  ， ⓑ  に入れるのに適している数をそれぞれ求めなさい。 

 

問１   Ｎ 

問２   cm 

問３  

問４ 

ⓐ   cm 

ⓑ   Ｎ 
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問１ 2.5 Ｎ 

問２ 11 cm 

問３ フックの法則 

問４ 

ⓐ ４ cm 

ⓑ 1.2 Ｎ 

 

問１ 質量 100gの物体にはたらく重力の大きさは１Ｎだから，
 250 

100
＝2.5より，2.5Ｎである。 

問２ 図Ⅱで，ばねに加えた力の大きさが０Ｎのときのばねの長さを読み取ると 11cmである。 

問４ ａ…測定結果より，水面から円柱の底面までの長さが０cmから 2.0cmになるとき，ばねの長さは 

31－27＝４cm，2.0cmから 4.0cmになるとき，27－23＝４cm…と，水面から円柱の底面までの長さが 6.0cmに

なるまでは４cmずつ短くなっている。 

ｂ…実験２のまとめより，浮力の大きさは，円柱Ａにはたらく重力の大きさからばねに加えた力の大きさをひ

くと求めることができる。円柱Ａにはたらく重力の大きさは 2.0Ｎで，円柱Ａが完全に水中にあるとき（水面

から円柱の底面までの長さが 6.0cm 以上のとき）のばねの長さは 19cm だから，ばねの長さが 19cm になるの

は，図Ⅱより，ばねに加えた力の大きさが 0.8Ｎのときである。したがって，円柱Ａが完全に水中にあるとき

にはたらく浮力の大きさは，2.0－0.8＝1.2Ｎとなる。 
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【過去問 30】 

良太さんは，ギターの演奏を聴いたときに，音の高さを変える方法に興味をもった。そこで，弦の振動と音の

高さとの関係を調べるために，次の実験を行った。各問いに答えよ。 

（奈良県 2022 年度） 

実験 図は，モノコード，マイクロホン，コンピュータを用いた

装置であり，Ｘ，Ｙは駒を置く位置を示している。弦は，図

のように一方の端をモノコードのＺの部分に固定し，もう

一方の端におもりをつけて張ることとする。同じ材質で太

さの異なる２本の弦と質量の異なる２個のおもりを用意  

し，用いる弦１本とおもり１個，駒の位置の組み合わせを変えて，Ｚと駒の間の弦の中央を同じ強さでは

じいた。そのときに出た音を，マイクロホンを通してコンピュータの画面に表示させ，記録した。表は，

その結果をまとめたものであり，表のＡ～Ｄはそれぞれ行った実験の条件とそのときに記録したコンピ

ュータの画面を表している。ただし，コンピュータの画面の縦軸は振幅を，横軸は時間を表し，目盛りの

とり方はいずれの記録も同じで，横軸の１目盛りは 0.001秒である。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

弦の太さ 細い 細い 細い 太い 

おもりの質量 小さい 大きい 小さい 小さい 

駒の位置 Ｘ Ｙ Ｙ Ｙ 

コンピュータ 

の画面 
     

問１ 弦の振動する部分の長さによる音の高さの違いを調べるには，表のＡ～Ｄのうち，どれとどれを比べれば

よいか。適切なものを，表のＡ～Ｄから選び，その記号を書け。また，弦の振動する部分の長さを短くする

と音の高さはどのようになるか。適切なものを，次のア～ウから１つ選び，その記号を書け。 

ア 高くなる。 イ 低くなる。 ウ 変わらない。 

問２ 表のＡにおいて記録したコンピュータの画面から，１回の振動にかかる時間は４目盛り分であることが

わかる。Ａで出た音の振動数は何Ｈｚか。その値を書け。 

問３ 良太さんは，駒を図のＹの位置に置き，実験で用いた太い弦と質量の大きいおもりを使って実験と同様の

操作を行ったところ，記録したコンピュータの画面が表のＡ～Ｄの記録のいずれかと同じになった。それは

どの記録であったと考えられるか。表のＡ～Ｄから１つ選び，その記号を書け。ただし，このとき記録した

コンピュータの画面の目盛りのとり方は表のＡ～Ｄと同じである。 
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問１ 

比べるもの と 

音の高さ   

問２   Ｈｚ 

問３  

 

問１ 

比べるもの Ａ と Ｃ 

音の高さ ア 

問２ 250 Ｈｚ 

問３ Ｃ 

 

問１ 弦の振動する部分の長さによる音の高さの違いを調べるときは，弦の振動する部分の長さの条件だけを変え

て，それ以外の条件は同じにする（対照実験）。実験の装置では駒の位置によって弦の長さを変えているので，

ＡとＣが適する。駒の位置がＸよりＹの方が，弦の振動する部分は短くなる。 

 弦と音の高さの関係 

  音の高さ 高い ⇔ 低い  

 弦の長さ 短い ⇔ 長い  

 弦の太さ 細い ⇔ 太い  

 弦を張る強さ 強い ⇔ 弱い  

      
弦の振動する部分の長さを短くすると，音は高くなる。また，弦の太さを細くするほど，また，弦を張る強

さを強くするほど，音は高くなる。実験の装置では，おもりの質量によって弦の張りの強さを変えており，お

もりの質量が大きいほど，弦の張りは強くなる。 

問２ コンピュータの画面の横軸の１目盛りは 0.001 秒なので，４目盛りの時間は 0.004 秒である。振動数とは１

秒間の振動の回数なので，１秒間の振動の回数を xとすると，0.004：１＝１：x，x＝250回より，振動数は 250

Ｈｚである。 

問３ Ａ～Ｄおよび追加実験について，それぞれの条件で出る音の高さを「高い」または「低い」の２種類にまと

めると，次の表のようになる。 

 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 追加実験 

弦の太さ 高い 高い 高い 低い 低い 

おもりの質量 低い 高い 低い 低い 高い 

駒の位置 低い 高い 高い 高い 高い 

追加実験では，「低い」の数が１個，「高い」の数が２個である。Ａ～Ｄの中で，それぞれの数が同じとなる

のはＣである。 
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【過去問 31】 

和美さんたちのクラスでは，理科の授業で，グループごとにテーマを設定して調べ学習に取り組んだ。次の問

いに答えなさい。 

（和歌山県 2022 年度） 

問１ 次の文は，和美さんが「光」について調べ，まとめたものの一部である。あとの(1)～(4)に答えなさい。 

太陽や蛍光灯，燃えている①ろうそくのように，自ら光を発する物体を

光源という。光源から出た光は四方八方に広がりながら，直進する。しか

し，太陽の光によるブラインドの影（図１）を見ると光が平行に進んでい

るように見える。これは光源である太陽が  Ｘ  ためである。 

 月やりんご，教科書のように，自ら光を出さない物体が見えるのは，光

源から出た光が，物体の表面で  Ｙ  し，その一部が私たちの②目に届

くからである。③真っ暗で光がないところでは，そこに物体があったとし

ても目で見て確認することはできない。 

図１ 太陽の光による 
ブラインドの影 

 

(1) 文中の  Ｘ  ， Ｙ  にあてはまる語句の組み合わせとして最も最適なものを，次のア～エの中から１

つ選んで，その記号を書きなさい。 

 Ｘ Ｙ 

ア 球体である 屈折 

イ 球体である 反射 

ウ はるか遠くにある 屈折 

エ はるか遠くにある 反射 

(2) 下線部①について，ろうそくから出た光のうち，焦点を通って凸レンズに入った光の進み方を模式的に表

した図として最も適切なものを，次のア～エの中から１つ選んで，その記号を書きなさい。 

ア  イ  

ウ  エ  
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問１ 

(1)   

(2)   

 

問１ 

(1) エ 

(2) イ 

 

問１ (1) 太陽から出た光はあらゆる方向に広がって進むが，太陽は地球からはるか遠くにあるので，地球には広が

って進む光のごく一部しか到達しない。このため，太陽からの光は，地球上では平行に進んでいるように見え

る。また，月やりんごなどの自ら光を出さない物体が見えるのは，光源から出た光が物体の表面で反射するか

らである。 

(2) 凸レンズを通った光 

・焦点を通った光…凸レンズの軸（光軸）に平行に進む 

・凸レンズの中心を通った光…そのまま直進する 

・凸レンズの軸に平行な光…焦点を通る 
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【過去問 32】 

次の問いに答えなさい。 

（島根県 2022 年度） 

問１ 音に関する実験について，あとの１～３に答えなさい。 
 

実験１ 
 

  

図１のように，ピアノ線におもりをつるし，ピアノ線の中央を指ではじいたときに出る音を，マイクロ

ホンを通してコンピュータの画面に表した。 

図１ 図２ 
  

操作１ おもりの数を１個にして，ピアノ線を指ではじいた。すると，コンピュータには図２のように音

のようすが表された。図２の縦軸は音の振動のはば（振幅）を表し，横軸は時間を表している。 

操作２ おもりの数は１個のままで，ピアノ線を操作１のときよりも強く指ではじいた。 

操作３ おもりの数を３個にして，ピアノ線を指ではじいた。 

１ 操作２，操作３をしたとき，コンピュータの画面に表れる音のようすとして最も適当なものを，次のア～

オからそれぞれ一つずつ選び，記号で答えなさい。 

ア イ ウ エ オ 

     

 
実験２ 

 
  

図３のように，Ａさん，Ｂさん，Ｃさんが一直線上

に並んでいる。ＢさんとＣさんの距離は 51ｍである。

また，ＡさんとＢさんの距離はわからない。Ａさんが

手を１回たたいたところ，Ｃさんは 0.60秒後にその音

を聞いた。 

図３ 

 

２ 次の文は，地上で音が聞こえるようすを説明したものである。    にあてはまる最も適当な語を答え

なさい。 

地上で音が聞こえるのは，    の振動が，耳の中にある鼓膜といううすい膜を振動させ，その振動

を私たちが感じているからである。 
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３ Ａさんが手をたたいてからＢさんがその音を聞くのは何秒後か，小数第２位まで求めなさい。ただし，音

速を 340ｍ/ｓとする。 

 

問１ 

１ 

操作２   

操作３   

２  

３   秒後 

 

問１ 

１ 

操作２ ウ 

操作３ オ 

２ 空気 

３ 0.45 秒後 

 

問１ １ 操作２では，振動数は変わらず振幅が大きくなり，大きな音が出る。したがって，答えはウである。操

作３では，おもりの数を増やすと弦の張りが強くなるので，振幅は変わらず振動数が多くなり，高い音が出

る。したがって，答えはオである。 

２ 音は空気の波であり，その波が耳の中に入ると，まず鼓膜が振動する。その振動は耳小骨→うずまき管と

伝わり，その刺激の振動は聴神経（感覚神経）によって脳（中枢神経）に伝えられる。 

３ ＡさんからＣさんまで音が伝わるのに 0.60ｓかかったので，ＡさんとＣさんの距離は， 

340ｍ/ｓ×0.60ｓ＝204ｍである。したがって，ＡさんとＢさんの距離は 204－51＝153ｍである。よって，

ＡさんからＢさんまで音が伝わるのに，153ｍ÷340ｍ/ｓ＝0.45ｓの時間がかかる。 
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【過去問 33】 

科学部の山田さんは，音の伝わり方や光の進み方について興味をもち，実験をして調べました。あとの問１～

問３に答えなさい。 

（広島県 2022 年度） 

問１ 次に示したものは，山田さんが音の伝わる速さを測定する実験を行い，ノートにまとめたものです。あと

の(1)・(2)に答えなさい。 

〔方法〕 

Ⅰ 同じ種類の２台の電子メトロノームＡとＢを，ともに 0.25秒ごとに音が出るように設定し，同時

に音を出し始め，ＡとＢから出た音が同時に聞こえることを確認する。 

Ⅱ 次の図１のように，点Ｏで固定した台の上にＡを置き，Ｂを持った観測者が点Ｏから遠ざかる。 

Ⅲ 観測者が点Ｏから遠ざかるにつれて，ＡとＢから出た音は，ずれて聞こえるようになるが，再び

同時に聞こえる地点まで遠ざかり，そこで止まる。そのときのＢの真下の位置を点Ｐとする。 

Ⅳ 点Ｏから点Ｐまでの直線距離を測定する。 

図１  

〔結果〕 

点Ｏから点Ｐまでの直線距離は，86ｍであった。 

〔考察〕 

音が空気を伝わるとき，空気の  ａ  が次々と伝わっている。 

 この実験では，観測者が点Ｏから遠ざかるにつれて，Ｂから観測者までの距離は変わらないのに対

して，Ａから観測者までの距離は長くなる。ＡとＢから出た音は空気中を  ｂ  で進むので，観測

者が点Ｏから遠ざかるにつれて，Ａから出た音が観測者に届くまでの時間が，Ｂから出た音が観測者

に届くまでの時間より長くなる。そのため，ＡとＢから出た音がずれて聞こえるようになる。 

 また，点Ｐは，ＡとＢから出た音が再び同時に聞こえた最初の位置である。このことから，音の伝

わる速さは  ｃ  ｍ/ｓである。 

(1) 〔考察〕中の  ａ  に当てはまる語を書きなさい。また， ｂ  に当てはまる語句を書きなさい。 

(2) 〔考察〕中の  ｃ  に当てはまる値を書きなさい。 
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問２ 次の写真１は，１匹の金魚がいる水を入れた水槽を正面から見たときの様子を撮影したもので，写真２は，

写真１と同時に，この水槽を別の位置から見たときの様子を撮影したものです。写真２において，水槽の水

面と側面からそれぞれ１匹ずつ見えている金魚は，金魚が実際にいる位置とは違う位置にそれぞれ見えてい

ます。 

写真１  写真２  

山田さんは，写真２の水槽の水面から見えている金魚について，金魚が実際にいる位置を点Ｃ，見る人の

目の位置を点Ｄ，水面から金魚が見える位置を点Ｅとして，これらの点の位置関係を図２のように方眼紙上

に模式的に示しました。点Ｃからの光が，水面を通って点Ｄまで進む道すじを，実線 でかきなさ

い。 

図２  
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問３ 次の図３は，歯の裏側を見るために使われるデンタルミラーを模式的に示しており，デンタルミラーには，

円形部分に鏡が付いています。山田さんは，図４のように，デンタルミラーと洗面台の鏡を使って，歯の裏

側を観察しており，図５は，そのときの歯の裏側を口の内側から見た様子と，デンタルミラーで映した範囲

を示したものです。下の(1)・(2)に答えなさい。 

図３ 図４ 図５ 
   

(1) 山田さんは，図４でデンタルミラーに映っている歯の裏側の実際の位置を点Ｆ，山田さんの目の位置を点

Ｇとして，図６のように，点Ｆ，点Ｇ，デンタルミラーの鏡，洗面台の鏡の位置関係を，方眼紙上に模式的

に示しました。このとき，点Ｆからの光がデンタルミラーの鏡と洗面台の鏡で反射して点Ｇに届くまでの光

の道すじを，実線 でかきなさい。また，デンタルミラーの鏡に映って見える歯の裏側の見かけの位

置は，デンタルミラーの鏡の奥にあります。この見かけの位置に 印をかきなさい。 

図６  

(2) 図５でデンタルミラーに映っている歯の裏側の様子は，図４で山田さんが見ている洗面台の鏡にはどの

ように映っていますか。次のア～エの中から最も適切なものを選び，その記号を書きなさい。 

ア イ ウ エ 
    

 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2022 年度 

71 

問１ 

(1) 

ａ   

ｂ   

(2)   

問２ 

 

問３ 

(1) 

 

(2)   
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問１ 

(1) 

ａ 振動 

ｂ 同じ速さ 

(2) 344 

問２ 

 

問３ 

(1) 

 

(2) ウ 

 

問１ (1) 音は空気中を伝わるときは，空気の振動として次々と伝わり，一般にその速さは一定である。 

(2) 点Ｐは，ＡとＢから出た音が再び同時に聞こえた位置なので，Ａから出た音が 0.25 秒で 86ｍ離れた点Ｐ

まで伝わったということである。したがって，その速さは，86ｍ÷0.25ｓ＝344ｍ/ｓ 

問２ 水中から空気中に進む光の道筋は，水面で入射角＜屈折

角となるように屈折する。このため，実際には点Ｃにいる

金魚は，点Ｄに届く屈折光の延長線上にある点Ｅにいる

ように見えることになる。点Ｃからの屈折光は，次のよう

な手順で作図する（図ⅰ）。 

①  金魚が見える位置の点Ｅから，目の位置の点Ｄま

で直線を引き，水面との交点をＱとする。 

②  点Ｑから，金魚の実際の位置である点Ｃまで直

線を引く。 

図ⅰ 

 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2022 年度 

73 

問３ (1) デンタルミラーの鏡に映って見える歯の裏側の見か

けの位置は，実際の位置からデンタルミラーの鏡に対し

て線対称の位置にあるので，図ⅱの「像」の位置となる。

この像が，洗面台の鏡に対して線対称の位置に見えるこ

とになる。作図の手順は次のようになる。 

①  洗面台の鏡に対して「像」と線対称の位置の点とな

る点Ｒをとり，点Ｒと目の位置の点Ｇを結ぶ直線を

引く。 

図ⅱ 

 
②  ①の直線と洗面台の鏡の交点Ｓから，デンタルミラーの鏡に対し，①の直線と入射角と反射角の大き

さが等しくなるように直線を引く。 

③ ②の直線とデンタルミラーの鏡の交点Ｔから，実際の位置である点Ｆまで直線を引く。なお，このとき

も，入射角と反射角の大きさは等しくなる。 

(2) デンタルミラーの鏡で左右が逆になり，洗面台の鏡でさらに左右が逆になるので，実物（図５）と同じ向

きに見える。 
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【過去問 34】 

Ｌさんは，図１のような，長さの異なる水筒に飲み物を入れるとき，水筒に

よって，音の高さの変化のしかたが異なることに気づいた。この音の高さの変

化について調べるため，太さが同じ試験管を用いて，Ｍさんと次の実験を行っ

た。あとの問１～問３に答えなさい。ただし，実験における息の吹きかけ方は

同じとする。 

（山口県 2022 年度） 

図１ 

 

 

［実験］ 

① 図２のような太さが同じで，長さが 14cmの試験管Ａ，16cmの試験

管Ｂ，18cmの試験管Ｃを用意した。 

② ①の試験管Ａに，底から水面までの高さが２cm になるように水を

入れた。 

③ 図３のように，②の試験管の上端に息を吹きかけ，発生した音を，

タブレット端末のアプリケーションで解析し，音の振動数を求めた。 

④ ②の試験管に水をさらに加え，底から水面までの高さを，４cm，６

cm，８cm，10cmに変えて，③の操作を行った。 

図２ 

 

⑤ 試験管Ａを，試験管Ｂ，試験管Ｃに変えて，②～④の操作を行った。 

⑥ 実験の結果を表１にまとめた。 

図３ 

 

表１ 
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問１ 実験において，音をタブレット端末に伝えたものは何か。書きなさい。 

問２ 図４は，531Ｈｚのおんさを鳴らした後にオシロスコープの画面に表示された波

形の１つである。また，次の１～４の中には，1063Ｈｚのおんさを鳴らした後にオ

シロスコープの画面に表示された波形が２つある。 

 図４をもとにして，1063Ｈｚのおんさを鳴らした後にオシロスコープの画面に

表示された波形を，次の１～４から２つ選び，記号で答えなさい。ただし，オシロ

スコープが示す１目盛りの大きさはすべて等しいものとする。 

図４ 

 

１ ２ ３ ４ 

    

問３ ＬさんとＭさんは，次の     のような会話をした。ＬさんとＭさんの発言が，実験の結果をもとにし

たものとなるように，あとのア，イに答えなさい。 

Ｌさん：表１から，音の振動数は， あ  の長さによって決まることがわかるね。 

Ｍさん：水筒に飲み物を入れるとき，音の高さの変化のしかたが異なるというＬさんの気づきも，表

１をもとに科学的に説明できそうだね。 

Ｌさん：太さが同じで長さの異なる水筒に飲み物を入れるとき，入れ始めの音の高さは，長い水筒ほ

ど  い  ということだよね。 

Ｍさん：他にも，表１からは，太さが同じで長さの異なる水筒に同じ量の飲み物を入れるとすると， 

 う  水筒ほど，入れ始めから入れ終わりまでの音の振動数が大きく変化することもわかる

よ。 

ア  あ  に入る適切な語句を，「試験管」という語を用いて答えなさい。 

イ  い  ， う  に入る語句について，正しい組み合わせを，次の１～４から１つ選び，記号で答えなさい。 

   い    う  

１ 低い 短い 

２ 低い 長い 

３ 高い 短い 

４ 高い 長い 

 

問１  

問２  

問３ 

ア   

イ   
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問１ 空気 

問２ １ ， ２ 

問３ 

ア 水面から試験管の上端まで 

イ １ 

 

問１ 音は，音源で生じた振動が物体を振動させることで伝わる。この[実験]では，音源である試験管とタブレッ

ト端末の間に存在する空気が振動し，音を伝えたと考えられる。 

問２ 表示された波形は，横軸が時間，縦軸が振幅の大きさを表している。１Ｈｚは１秒間に１回振動するとき

の振動数なので，Ｈｚの値が大きな音ほど，同じ時間あたりの山・谷の数が多い音となる。1063Ｈｚは 531Ｈ

ｚの約２倍であるから，横２目盛りに波の山が１つ・谷が１つである図４と比べ，半分の横１目盛りに波の山

が１つ・谷が１つとなっている１と２があてはまる。 

問３ ア 表１より，試験管の底から水面までの高さが高くなるほど，どの試験管でも振動数は大きくなる傾向がみ

られる。ただし，試験管の底から水面までの高さが，例えば試験管Ａで４cm，Ｂで６cm，Ｃで８cmの場合に，

いずれも同じ振動数となっている。この３つで同じ長さなのは，試験管の底から水面までの高さではなく，試

験管全体の長さからそれぞれの値を引いた長さ，すなわち，水面から試験管の上端までの長さとなる。このこ

とから，この[実験]で音の振動数を決めている要因は，水面から試験管の上端までの長さと考えるのが適切で

ある。 

イ い…太さが同じで長さの異なる水筒に飲み物を入れるとき，水面から試験管の上端までの長さは，水筒が

長いほど長くなる。表１より，この長さが長いほど，振動数が小さな音となっていることがわかる。振動数

の小さな音は，低い音となる。う…試験管の底から水面までの高さが２cmから 10cmまで変化するとき，各

試験管における振動数の変化は，試験管Ａ…2125－708＝1417Ｈｚ，Ｂ…1417－607＝810Ｈｚ，Ｃ…1063－531

＝532Ｈｚとなっており，短い試験管ほど，振動数の変化は大きい。この結果から，水筒の場合も，短い水筒

ほど音の振動数の変化が大きいことが考えられる。 
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【過去問 35】 

凸レンズのはたらきを調べる実験を行った。問１～問５に答えなさい。 

（徳島県 2022 年度） 

 実 験  

① 図１のように，光学台に電球，物体，凸レンズ，スクリーンを

置いた。 

② 物体から凸レンズまでの距離をＡ，凸レンズからスクリーン

までの距離をＢとし，スクリーンにはっきりした像が映ったと

きのそれぞれの距離を記録した。表は，このときの記録をまとめ

たものである。 

表 

 

図１ 

 

問１ スクリーンに映った像を電球を置いた側から観察したとき，どのように見えるか，正しいものをア～エか

ら１つ選びなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

問２ 光が空気中から凸レンズの中に入るときのように，光が異なる物質どうしの境界へ進むとき，境界の面で

光は曲がる。このことを光の何というか，書きなさい。 

問３  実 験  ②で，物体と同じ大きさの像がスクリーンに映ったのは，距離Ａが何 cm のときか，正しいもの

をア～エから１つ選びなさい。 

ア 15.0cm イ 20.0cm ウ 25.0cm エ 30.0cm 

問４ 図２は，ある位置に物体を置き，スクリーンに物体

の像が映ったときの物体，凸レンズ，スクリーンの位置

を模式的に示したものである。この凸レンズの焦点の位

置を「 」でかきなさい。ただし，作図のあとは消さず

に残すこと。 

図２ 
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問５ あきよさんは， 実 験  で使った凸

レンズとさらに別の凸レンズを用い，

望遠鏡をつくって物体を観察した。図

３は，あきよさんが望遠鏡で物体を観

察したときの，物体，対物レンズ，望遠

鏡で見る像，対物レンズによる像，接眼

レンズを模式的に示したものであ 

図３ 

 

る。次の文は，このときのそれぞれの位置関係を考察したものである。正しい文になるように，文中の①・

②について，ア・イのいずれかをそれぞれ選びなさい。 

望遠鏡は，焦点距離の長い対物レンズと，焦点距離の短い接眼レンズの２つの凸レンズからできている。物

体が対物レンズの焦点よりも①［ア 外側  イ 内側］にあるとき，対物レンズによる像ができ，さらに，

対物レンズによる像が接眼レンズの焦点の②［ア 外側  イ 内側］にあるとき，対物レンズによる像が拡

大される。私たちは，この拡大された像を望遠鏡で見る像として観察している。 

 

問１  

問２  

問３  

問４ 

 

問５ ①  ②  
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問１ ウ 

問２ 屈折 

問３ イ 

問４ 

 

問５ ① ア ③  イ 

 

問１ 凸レンズによってスクリーン上にできる実像は，上下左右が逆向きになる。 

問３ 物体と同じ大きさの像がスクリーンに映るのは，物体が焦点距離の２倍の位置にあるときである。このとき，

物体から凸レンズまでの距離と，凸レンズからスクリーンまでの距離は等しくなる。 

問４ 凸レンズに入射した光の道筋 

・光軸（凸レンズの軸）に平行に入射した光…反対側の焦点を通る。 

・凸レンズの中心に入射した光…そのまま直進する。 

・凸レンズの焦点を通って入射した光…凸レンズを通過後，光軸と平行に進む。  
まず，物体の先から出て凸レンズの中心を通る（直

進する）光の道筋（ⅰ）をかく。次に，凸レンズの中心

を通る光とスクリーンの交点から，光軸に平行な光の

道筋（ⅱ）を凸レンズに向かってかく。ⅱと凸レンズ

の中心線の交点から，物体の先に向かって光の道筋

（ⅲ）をかく。凸レンズを通過後，光軸と平行に進む 

 

光は，焦点を通るので，ⅲと光軸の交点が焦点である。焦点は，レンズの反対側にもあるので，凸レンズの

中心線を対称の軸とした線対称の位置にもう１つの焦点をかく。 

問５ ①…物体が対物レンズの焦点よりも内側にあると，光が集まらず実像はできない。②…接眼レンズを通し

て見ているのは，物体（この場合は対物レンズによる実像）が焦点の内側にあるとき，接眼レンズを通して

見ることができる虚像である。 
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【過去問 36】 

次の問いに答えなさい。 

（香川県 2022 年度） 

問２ 図のような装置を用いて，ばねを引く力の大きさと，ばねの長さ

との関係を調べる実験をした。ばねＸの上端をスタンドに固定し，

ばねＸの下端におもりＰをつるして，おもりＰが静止したときのば

ねＸの長さを，スタンドに固定したものさしを用いて測定する。こ

の方法で同じ質量のおもりＰの個数を増やしながら，ばねＸの長さ

を測定した。次に，強さの異なるばねＹにとりかえて，同様にして，

ばねＹの長さを測定した。表は，その結果をまとめたものである。

これについて，次の(1)，(2)の問いに答えよ。 

図 

 

表 

おもりＰの個数〔個〕 ０ １ ２ ３ ４ ５ 

ばねＸの長さ〔cm〕 6.0 8.0 10.0 12.0 14.0 16.0 

ばねＹの長さ〔cm〕 4.0 4.8 5.6 6.4 7.2 8.0 
 

(1) ばねを引く力の大きさとばねののびは比例することから考えて，ばねＸののびとばねＹののびを同じに

するとき，ばねＸを引く力の大きさは，ばねＹを引く力の大きさの何倍になると考えられるか。 

(2) 実験で用いたおもりＰとは異なる質量のおもりＱを用意した。図の装置を用いて，ばねＸに１個のおもり

Ｑをつるしたところ，ばねＸの長さは 7.0cmであった。次に，ばねＹにとりかえて，２個のおもりＰと３個の

おもりＱを同時につるすと，表から考えて，ばねＹののびは何 cmになると考えられるか。 

 

問２ 

(1)   倍 

(2)   cm 

 

問２ 

(1) 0.40 倍 

(2) 2.8 cm 

 

問２ (1) ばねＸについて，おもりＰの個数が０個のときと１個のときを比べると，8.0－6.0＝2.0より，ばねＸは，

おもりＰ１個につき 2.0cm のびている。同様に，ばねＹは，おもりＰ１個につき 0.8cm のびている。した

がって，ばねののびを同じにするには，0.8÷2.0＝0.40より，ばねＸを引く力はばねＹを引く力の 0.40倍

にする。 

(2) ばねＸは，おもりＱを１個つるしたときに，長さが 7.0cmになっていることから，おもりＱを１個つるす

と，1.0cmのびる。また，おもりＰを１個つるしたときは 2.0cmのびていたことから，おもりＱの質量は， 

おもりＰの
１

 ２ 
である。ばねＹは，おもりＰ１個につき 0 . 8 c m のびるので，おもりＱ１個 

では 0.4cmのびる。 

したがって，２個のおもりＰと３個のおもりＱを同時につるすと，0.8cm×２＋0.4cm×３＝2.8cm のびる。 
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【過去問 37】 

電流の性質と物体にはたらく力に関する次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2022 年度） 

問２ ［実験３］図５のように，ばねばかりに物体Ｓをつり下げたところ，

物体Ｓは静止した。このとき，ばねばかりの示す値は 1.5Ｎであった。

次に，図６のように，ばねばかりに物体Ｓ，Ｔをつり下げたところ，

物体Ｓ，Ｔは静止した。このとき，ばねばかりの示す値は 2.0Ｎであっ

た。 

(1) 図５で，物体Ｓには，ばねばかりが引く力と，地球が引く力がはたら

いている。地球が物体Ｓを引く力の大きさは何Ｎか。 

図５ 図６ 

  

(2) 図６で，物体Ｓには，ばねばかりが引く力，物体Ｔが引く力，地球が引く力がはたらいている。このとき

の物体Ｓにはたらいている３つの力の大きさの比を，最も簡単な整数の比で書け。 

 

問２ 

(1)   Ｎ 

(2) ばねばかりが引く力 ： 物体Ｔが引く力 ： 地球が引く力 ＝ ：    ： 

 

問２ 

(1) 1.5 Ｎ 

(2) ばねばかりが引く力 ： 物体Ｔが引く力 ： 地球が引く力 ＝ ４ ： １ ： ３ 

 

問２ 図５でばねばかりが示す値（1.5Ｎ）は，物体Ｓを地球が引く力（物体Ｓにはたらく重力）の大きさに等しい。

また，図６でばねばかりが示す値は，物体Ｓと物体Ｔにはたらく重力の合力の大きさ（2.0Ｎ）に等しい。した

がって，2.0－1.5＝0.5Ｎより，物体Ｔは物体Ｓを下向きに 0.5Ｎの力で引いているといえる。これらをまとめ

ると，物体Ｓにはたらく，ばねばかりが引く力：物体Ｔが引く力：地球が引く力は，2.0：0.5：1.5＝４：１：

３となる。 
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【過去問 38】 

次の問いに答えなさい。 

（愛媛県 2022 年度） 

問１ 花子さんは，光の性質について調べ，その内容をノートにまとめた。 

花子さんのノートの一部 

【図１について】 

私の正面にある「み」の文字が，水を入れたコップの水面に映ってい

た。調べると，位置Ｘの「み」からの光が，水面で反射して目に届いた

とき，反射した光の延長線上の位置Ｙにできる像を見ていることが分か

った。 

図１ 

 

【図２について】 

水を入れたコップの底にある硬貨が，浮き上がって見えた。調べると，

硬貨の点Ｐからの光が，水から空気中に出るとき，屈折角は入射角より

大きくなるため，点Ｐは，目に届く屈折した光の延長線上の，点Ｑにあ

るように見えることが分かった。 

図２ 

 

(1) 図１で，花子さんには，位置Ｙにできる像がどのように見えたか。次のア～エのうち，最も適当なものを

１つ選び，その記号を書け。 

ア  イ  ウ  エ  

(2) 図２で，水面と屈折した光との間の角度が 130°であった。このとき，屈折角は何度か。 

 

問１ 

(1)  

(2)   度 

 

問１ 

(1) エ 

(2) 40 度 

 

問１ (1) 物体と像の位置は，反射した面に対して線対称の関係にある。

したがって，花子さんには，位置Ｙにできる像は，物体と上下が反

転しているエのように見えると考えられる。 

(2) 入射角と屈折角の関係は右の図のようになる。したがって，屈折

角は 130－90＝40°となる。 
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【過去問 39】 

力のはたらきとばねの伸びについて調べるために，ばねや糸を用いて次の実験Ⅰ・Ⅱを行った。このことにつ

いて，あとの問いに答えなさい。ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，ばねと糸の質量およ

び糸の伸びは考えないものとする。 

（高知県 2022 年度 A） 

実験Ⅰ 図１のように，ばねに１個 10ｇのおもりをつるし，おもりが静止した後，ばねの伸びを測定した。

図２は，おもりの数を１個ずつ増やしていき，得られた結果をもとにグラフにまとめたものである。 

図１  図２  

問３ 実験Ⅰで使ったばねに物体Ｙをつるすと，ばねの伸びが 4.5cmになった。物体Ｙの質量は何ｇか。 

 

問３   ｇ 

 

問３ 90 ｇ 

 

問３ 実験Ⅰで使ったばねは，0.2Ｎの力で 1.0cm伸びる。ばねの伸びが 4.5cmのときにはたらく力の大きさを xと

すると，0.2：1.0＝x：4.5，x＝0.9Ｎとなる。100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとすると，物体Ｙの

質量は 90ｇである。 
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【過去問 40】 

次の各問に答えよ。 

（福岡県 2022 年度） 

問１ 図１のように，鏡を用いて，反射した光の進み

方について調べる実験を行った。実験では，方眼

紙上のＡ～Ｃ点につまようじを立て，Ｐ点の位置

から鏡にうつる像を観察した。図２は，鏡と方眼

紙を真上から見た図である。ただし，つまようじ

の先端は全て同じ高さで，鏡とつまようじは，板

に垂直に立てられているものとする。 

 Ｐ点の真上で，つまようじの先端と同じ高さか

ら鏡を見たとき，鏡にうつって見えるつまようじ

は何本か。解答欄の図２に作図することによって

求めよ。 

図１ 

 

図２ 
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問２ 図３のように，水平な台に固定した光源装置から出た光を

透明な半円形ガラスにあてて，光の進み方を調べる実験を行

った。ただし，Ｏ点は，分度器の中心である。 

(1) 半円形ガラスの平らな面に光をあてると，空気と半円形ガ

ラスの境界面で反射する光と，半円形ガラスの中に進む光が

観察できた。図３の実験を真上から見たとき，半円形ガラスに

入ったあとの光の道すじとして，最も適切なものを，図４の１

～４から１つ選び，番号を書け。 

図３ 

 

図４ 

 

(2) 次に，図５のように，光源装置から出た光の道すじが，半円形ガラスの平らな面と垂直になるように，半

円形ガラスを置いた。その後，図６のように，Ｏ点を中心に半円形ガラスを回転させた。あとの    内は，

この実験についてまとめた内容の一部である。文中の①，②の（ ）内から，それぞれ適切な語句を選び，

記号を書け。また，下線部の現象を何というか。 

図５  図６  

半円形ガラスの平らな面を境界面として，光が半円形ガラスから空気へ進むとき，半円形ガラスを回転さ

せて入射角を①（ア 大きく  イ 小さく）していくと，屈折角はしだいに②（ウ 大きく  エ 小さ

く）なり，やがて，光は空気中に出ていかずに，半円形ガラスと空気の境界面で全て反射するようになる。 

 

問１ 

図２ 

 

鏡にうつって見えるつまようじの本数 （   ）本 

問２ 

(1)   

(2) 

①  ②  

現象   
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問１ 

図２ 例 

 

鏡にうつって見えるつまようじの本数 （ ２ ）本 

問２ 

(1) ２ 

(2) 

① ア ② ウ 

現象 全反射 

 

問１ 鏡にうつる像は，鏡の面に対して線対称の位置に

あるように見える。したがって，それぞれの像か

らＰ点に向かって直線をひいたとき，鏡の面を通

過しているものが，Ｐ点の真上で鏡を見たときに

鏡にうつって見えるつまようじである。また，あ

る点から鏡を見たときに，鏡にうつって見える物

体の位置は，鏡の両端で反射した光が届く範囲と

なるので，右の図のようになる。 
 

 
問２ 入射角と屈折角の大きさの関係 

・光が，空気→ガラスと進むとき…入射角＞屈折角 

・光が，ガラス→空気と進むとき…入射角＜屈折角 

(1) 図４では，入射角は 60°である。また，光が空気からガラスへ進むとき，入射角と屈折角の大きさの関係

は，「入射角＞屈折角」となるので，半円形ガラスに入ったあとの道すじは，２（屈折角が 30°）であると

考えられる。 

(2) 光がガラスから空気へ進むとき，入射角と屈折角の大きさの関係は，「入射角＜屈折角」となる。この実験

では，入射角は 0°～90°の範囲だが，屈折角は入射角よりも大きいので，入射角がある角度以上になると，

光が空気中に出ていかずに，半円形ガラスと空気の境界面で全て反射するようになる。この現象を全反射と

いう。 
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【過去問 41】 

図１のように，直方体の物体Ａとばねばかりを用いて，物体には

たらく浮力の大きさを調べる実験を行った。実験では，ばねばかりに

つないだ物体Ａを，その下面が水平になるようにしながら，少しずつ

水に入れ，水面から物体Ａの下面までの距離とばねばかりの値を記録

した。表は，実験の結果を示したものである。ただし，物体Ａの下面

は，
すい

水
そう

槽の底面に接していないものとする。また，質量 100ｇの物体

にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，糸の体積と質量は考えないもの

とする。 

（福岡県 2022 年度） 

図１ 

 

表 

水面から物体Ａの下面までの距離〔cm〕 ０ 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 

ばねばかりの値〔Ｎ〕 0.60 0.52 0.44 0.36 0.28 0.20 0.20 0.20 
 

問１ 表をもとに，「水面から物体Ａの下面までの距離」と「ばね

ばかりの値」の関係を，解答欄の図２にグラフで表せ。なお，

グラフには測定値を・で示すこと。 

問２ 水面から物体Ａの下面までの距離が 2.0cm のとき，物体Ａ

にはたらく浮力の大きさは何Ｎか。 

図２ 

 

問３ 次の    内は，この実験について考察した内容の一部である。文中の（①）にあてはまるものを，あと

の１～４から１つ選び，番号を書け。ただし，矢印の向きは水圧の向きを，矢印の長さは水圧の大きさを表

している。 

 また，（②）にあてはまる内容を，「水圧」という語句を用いて，簡潔に書け。 

物体Ａの全体が水中に入っているとき，物体Ａにはたらく水圧の向きと大きさは（①）のような模式図で

表すことができる。このとき，（ ② ）ため，物体Ａにはたらく浮力の大きさは深さによって変わらない。 

１ ２ ３ ４ 
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問４ 実験後，ばねばかりにつないだ物体Ａを水から出し，図３のように，水

平な台の上にゆっくりとおろしていった。ばねばかりの値が 0.40Ｎを示し

ているとき，物体Ａが台におよぼす圧力の大きさは何Ｐａか。ただし，物体

Ａと台がふれ合う面積を 8.0cm2とし，物体Ａの表面についた水の影響は考

えないものとする。 

図３ 

 

 

問１ 

図２  

問２   Ｎ 

問３ 

①   

② 

 

 

問４   Ｐａ 
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問１ 

図２  

問２ 0.16 Ｎ 

問３ 

① ３ 

②  

例 

 物体Ａの下面に加わる水圧と上面に加わる水圧の差は 

変わらない 

問４ 250 Ｐａ 

 

問２ 浮力は，水中にある物体に対して上向きにはたらく力なので，物体の一部または全体が水中にあるときのば

ねばかりの値は，物体にはたらく重力から物体にはたらく浮力の値を引いた値であると考えられる。水面か

ら物体Ａの下面までの距離が０cmのとき，ばねばかりの値は 0.60Ｎなので，物体Ａにはたらく重力の大きさ

は 0.60Ｎ，水面から物体Ａの下面までの距離が 2.0cmのときのばねばかりの値が 0.44Ｎなので，0.60－0.44

＝0.16Ｎが浮力の大きさである。 

問３ 水圧は，水中にある物体に対して，その物体よりも上にある水にはたらく重力によって生じる。そのため，

水の深さが深くなるほど水圧は大きくなる。また，同じ深さであれば，水圧は等しくなる。 

問４圧力 

圧力【Ｐａ】＝
 面を垂直におす力【Ｎ】

 力がはたらく面積【ｍ2】
 

物体Ａにはたらく重力の大きさは，問２より 0.60Ｎなので，ばねばかりの値が 0.40Ｎのとき，物体Ａは水

平な台の面から 0.60－0.40＝0.20Ｎの力で上向きにおしかえされていると考えられる。このとき，作用・反作

用の法則より，物体Ａが水平な台の面を垂直におす力の大きさも 0.20Ｎである。した 

がって，物体Ａが台におよぼす圧力の大きさは，8.0cm2＝0.0008ｍ2より，
 0.20Ｎ

 0.0008ｍ2＝250Ｐａとなる。 
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【過去問 42】 

次の問１，問２に答えなさい。 

（佐賀県 2022 年度 一般） 

問１ 圧力について，次の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

(1) 質量 60ｇの図１のような直方体をＰの面を下にして水平面に置

いたとき，Ｐの面にはたらく圧力の大きさは何Ｐａか，書きなさい。

ただし，100ｇの物体にはたらく重力の大きさを１Ｎとし，１cm2

＝0.0001ｍ2である。 

図１ 

 

(2) 水の圧力実験装置を用いて水そう内の水圧を調べた。図２はそ

のときのようすである。ゴム膜のへこみ方から，水中の物体にはた

らく水圧の向きと大きさを矢印で示した模式図として最も適当な

ものを，次のア～カの中から１つ選び，記号を書きなさい。ただし，

矢印の向きは水圧のはたらく向きを，矢印の長さは水圧の大きさを

表している。 

図２ 

 

ア イ ウ エ オ カ 

      

問２ 物体にはたらく浮力について，【実験１】【実験２】を行った。あとの(1)～(7)の各問いに答えなさい。ただ

し，ゴムひもの弾性力は，ゴムひもがもとの長さから伸びたときにのみはたらくものとする。 
 

【実験

１】 

 
  

① 図３のように，質量と体積を無視できるある長さのゴムひもに質量 10

ｇのおもりをつるして，ゴムひもの長さを測定した。 

② １個 10ｇのおもりを１個ずつ増やしながら，ゴムひもの長さを測定し

た。 

③ 結果を表１にまとめた。 

図３ 

 

表１ 
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(1) 表１をもとに，おもりの質量とゴムひもの長さの関係を表

すグラフをかきなさい。 

(2) おもりをつるす前のゴムひもの長さは，何 cmと考えられる

か，書きなさい。 

  
 

【実験

２】 

 
  

① 図４のような質量 60ｇ，体積 50cm3の直方体の物体Ａと，質量 30ｇ，体積 25cm3の直方体の物体Ｂを

準備する。物体Ｂの底面積は，物体Ａの半分である。 

② 【実験１】で用いたゴムひもと同じゴムひもを使って，底面が水平になるように物体Ａをつるす。 

③ 図５のように，物体Ａをゆっくりと水の中に沈めていき，水面から物体底面までの距離，そのときに

水中に沈んでいる部分の体積及びゴムひもの長さを表２にまとめた。 

④ 物体Ｂについて同様に実験を行い，表３にまとめた。 

⑤ 表２，表３をもとにグラフをかくと，図６のようになった。 

表２ 
 

表３ 
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図４ 図５ 図６ 
   

 

(3) 物体Ａについて，水面から物体底面までの距離が 2.0cmのときにはたらく浮力の大きさは何Ｎか，書きな

さい。 

(4) 図６の点ａのときの，物体Ａの位置を表したものとして最も適当なものを，次のア～エの中から１つ選び，

記号を書きなさい。 

 

(5) 【実験２】の結果から浮力についてわかることとして最も適当なものを，次のア～エの中から１つ選び，

記号を書きなさい。 

ア 水面から物体底面までの距離が大きくなるほど浮力は大きくなる。 

イ 水中に沈んでいる物体の体積が大きくなるほど浮力は大きくなる。 

ウ 物体の沈んだ深さが同じであれば，質量が小さいほうが浮力は大きい。 

エ 質量が大きい物体には浮力ははたらかない。 



3 身近な物理現象(中１)光・音・力 2022 年度 

94 

(6) 物体Ａと同じ質量の物体Ｃを準備する。物体Ｃは，物体Ｂと同じ形で同じ体積である。棒の両端に糸をつ

けて物体Ａと物体Ｃをつるし，棒の真ん中につけた糸を持って静止するまで待ち，その後物体Ａと物体Ｃを

水中に入れた。水中に入れる前のようすとして最も適当なものを，次のア～ウの中から１つ，水中でのよう

すとして最も適当なものを，次のエ～カの中から１つ選び，記号を書きなさい。ただし，糸と棒の質量は無

視できるものとし，糸にはたらく浮力は考えないものとする。 

ア  イ  ウ  

エ  オ  カ  

(7) 同じ質量の物体Ｘ，物体Ｙ，物体Ｚがある。【実験１】で用いたゴムひもを使って物体Ｘをつるし，静か

に全体を水中に沈めた。物体Ｙと物体Ｚは完全に水中に沈めて静かに手を放した。しばらくすると，図７の

ように物体Ｘはゴムひもが少しのびた状態で水中に静止し，物体Ｙは全体が水中に入った状態で静止，物体

Ｚは一部が水面から出た状態で静止した。このとき，物体Ｘにはたらく浮力の大きさをＦＸ，物体Ｙにはた

らく浮力の大きさをＦＹ，物体Ｚにはたらく浮力の大きさをＦＺとしたとき，ＦＸ，ＦＹ，ＦＺ，の大小関係を

表したものとして最も適当なものを，あとのア～クの中から１つ選び，記号を書きなさい。 

図７  

ア ＦＸ＞ＦＹ＞ＦＺ イ ＦＸ＜ＦＹ＜ＦＺ ウ ＦＸ＝ＦＹ＜ＦＺ 

エ ＦＸ＝ＦＹ＞ＦＺ オ ＦＸ＜ＦＹ＝ＦＺ カ ＦＸ＞ＦＹ＝ＦＺ 

キ ＦＸ＝ＦＺ＜ＦＹ ク ＦＸ＝ＦＺ＞ＦＹ 
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問１ 

(1)   Pa 

(2)  

問２ 

(1) 

 

(2)   cm 

(3)   Ｎ 

(4)  

(5)  

(6) 

水中に入れる前 水中 

  

(7)  
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問１ 

(1) 600 Pa 

(2) エ 

問２ 

(1) 

 

(2) 16.0 cm 

(3) 0.2 Ｎ 

(4) エ 

(5) イ 

(6) 

水中に入れる前 水中 

ア カ 

(7) オ 

 

問１ (1) 直方体にはたらく重力の大きさは，60÷100＝0.6より 0.6Ｎ，Ｐの面の面積は， 

0.05ｍ×0.02ｍ＝0.001ｍ2である。したがって，Ｐの面にはたらく圧力の大きさは， 

0.6Ｎ÷0.001ｍ2＝600Ｐａとなる。 

(2) 図２よりゴム膜は，どの向きでもへこみ，左右では同じへこみとなっている。また，へこみ方は水中の

深いところほど大きくなっている。このことから，水面から深くなるほど矢印の長さが長くかかれている

ものを選ぶ。 

問２ (1) ゴムひもののびとおもりの質量の間には比例の関係がある（グラフは原点を通る）が，ゴムひもの長さと

おもりの質量の間には比例の関係はない（グラフは原点を通らない）ことに注意する。 

(2) ゴムひもは，20－10＝10ｇのおもりで，20.0－18.0＝2.0cm のびる。したがって，もとのゴムひもの長

さは，18.0－2.0＝16.0cmである。 

(3) 水面から物体底面までの距離が 2.0cmのとき，表２よりゴムひもの長さは 24.0cmである。物体Ａを水の

外でつるしたときのゴムひもの長さは 28.0cm なので，28.0－24.0＝4.0cm 短くなっている。このゴムひ

もは，実験１より 0.1Ｎの力の大きさで 2.0cm のびるので，２倍の 4.0cm では 0.2Ｎの力に相当する。よ

って，物体には，この大きさの浮力がはたらいたと考えられる。 

(4) 点ａのときは，グラフが点（５，18）で水平になりはじめてから，少し距離が進んだ（少し沈めた）と

きである。このとき，表２より，物体Ａは水中に沈んでいる部分の体積が 50cm3で一定となっている。つ

まり，物体Ａはすべてが水に沈んでからさらに沈んだときなので，エが適当である。 

(5) 図６のグラフより，物体の沈んだ深さが深いほどゴムひもの長さは短くなっている。これは浮力が大き
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くなっていることを示す。ただし，物体すべてが水中に入ったときに，浮力の大きさは最大（一定）にな

る。 

(6) 物体Ａと物体Ｃの質量は同じで，物体は棒の両端につるし，棒の真ん中に糸をつけて持ち，静止させた

ので，水中に入れる前は，アのように棒は水平につり合っている。 

 物体Ａは直方体で体積は 50cm3，物体Ｃも直方体で体積は物体Ｂと同じ 25cm3である。水中に入れたあ

とにはたらく浮力の大きさは，物体Ｃ全体を沈めたときと，物体Ａの半分を沈めたときで同じになる。し

たがって，カが適当である。 

(7) 物体Ｙと物体Ｚの質量は同じなので，下向きにはたらく重力の大きさも同じである。物体が水中や水面

で静止しているとき，重力の大きさ＝浮力の大きさであり，物体Ｙと物体Ｚには上向きに浮力しかはたら

いていないので，ＦＹ＝ＦＺである。物体Ｘの質量も物体ＹやＺと同じなので下向きにはたらく力の大きさ

も同じだが，物体Ｘにはゴムひもによって上向きの力がはたらいているので，その分，浮力の大きさは小

さくなる。したがって，ＦＸ＜ＦＹ＝ＦＺとなる。 
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【過去問 43】 

次の問いに答えなさい。 

（大分県 2022 年度） 

問１ 凸レンズによる像のでき方を調べるため，実験を行った。①～③の問いに答えなさい。 

 [図１]のように，光学台，光源，カタカナの「オ」

を切り抜いた厚紙，焦点距離が 10㎝の凸レンズ，スク

リーンを用いて，装置を組み立てた。光源と凸レンズ

は固定し，凸レンズから 30㎝の位置に厚紙を置いた。

ただし，厚紙は光源側から見たときに「オ」の文字が

読めるように置いた。 

 光源から光をあて，スクリーンにはっきりとした像

ができるように，スクリーンを動かした。はっきりと

した像ができたときの凸レンズとスクリーンの距離を

記録した。 

[図１] 

 

 凸レンズと厚紙の距離を，20㎝，15㎝，10㎝，５㎝に変え，  と同様にそれぞれ記録した。 

 [表１]は，その結果をまとめたものである。ただし，凸レンズと厚紙の距離が 10 ㎝，５㎝のとき

はスクリーンに像ができなかったため，斜線をひいている。 

[表１] 

 

①  で，スクリーンにうつった像を凸レンズ側から観察したとき，像の見え方として最も適当なものを，

ア～エから１つ選び，記号を書きなさい。 

ア  イ  ウ  エ  

② [表１]で，凸レンズと厚紙の距離が５㎝のとき，スクリーン側から凸レンズをのぞいて観察すると，実際

よりも大きな像が見えた。このような像を何というか，書きなさい。 

③ [表１]で，凸レンズと厚紙の距離が５㎝のとき，スクリーンに像ができない理由を，光の進み方に注目し

て，「焦点」という語句を用いて簡潔に書きなさい。 
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問１ 

①   

②   

③ 

 

 

 

 

問１ 

① イ 

② 虚像 

③ 

例  

厚紙が焦点距離よりも近い位置にあり，レンズを通った光が広がり，  

実像ができないため。 

 

問１ ① スクリーンにうつった実像は，上下左右が逆向きになる。 

②，③ [表１]より，凸レンズと厚紙の距離と，凸レンズとスクリーンの距離は，20cm で等しくなっている。

物体が凸レンズの焦点距離の２倍の位置にあるとき，同じく焦点距離の２倍の位置にあるスクリーンに物体

の実像ができることから，この凸レンズの焦点距離は 20cm の半分の 10cm なので，凸レンズから５cm の距

離にある厚紙は焦点の内側にある。このとき，凸レンズを通った光は広がって１点に集まらないため，スク

リーンに実像はできないが，凸レンズを通して見ると，物体と同じ向きに，物体より大きな像が見える。こ

の像を虚像という。 
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【過去問 44】 

とも

知
き

希さんは，クラスの友達と力の合成と分解について調べた。後の問いに答えなさい。ただし，ばねばかりは

水平補正しているものとし，糸の重さは考えないものとする。 

（宮崎県 2022 年度） 

問１ 知希さんたちは，一直線上で反対向きにはたらく力の関係を調べるために，実験Ⅰを行い，結果を表にま

とめた。後の(1)，(2)の問いに答えなさい。 

〔実験Ⅰ〕 

① 水平に置いた板にばねＡの一方をくぎで固定した。 

② 図１のように，ばねＡに糸１を結びつけ，その糸をばねばかり１で引き，ばねＡがある長さになっ

たときのばねばかり１が示す値を記録した。 

③ 図２のように，ばねＡの矢印ａで示した部分に糸２，３を結びつけ，ばねばかり２，３を引く力が

一直線上で反対向きになるようにして，ばねＡの長さが図１のときと同じになるようにそれぞれの糸

を引いた。このときのばねばかり２，３が示す値を記録した。 

図１ 図２ 

 

 

表 

ばねばかり ばねばかり１ ばねばかり２ ばねばかり３ 

ばねばかりが示す値〔Ｎ〕 0.3 0.2 （ ア ） 

(1) 表の（ ア ）に適切な数値を入れなさい。 

(2) 図３は，ばねＡと別のばねＢについて，ばねに

加えた力の大きさとばねののびの関係を示したも

のである。ばねＡとばねＢに関する説明として，適

切なものはどれか。次のア～エから１つ選び，記号

で答えなさい。ただし，ばねＡおよびばねＢではフ

ックの法則が成り立っているものとする。 

 

図３ 

 

ア ばねＡを 0.5Ｎの力で引くとき，ばねＡののびは 15cmである。 

イ ２つのばねを同じ力の大きさで引くとき，ばねののびが大きいのは，ばねＢである。 

ウ ２つのばねののびが同じとき，ばねＢを引く力の大きさは，ばねＡを引く力の大きさの４倍である。 

エ ばねＢののびが８cmになるときの力の大きさでばねＡを引くとき，ばねＡののびは 20cmである。 
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問１ 

(1)   

(2)   

 

問１ 

(1) 0.5 

(2) エ 

 

問１ (1) 図２のばねばかり３には，ばねばかり２が引く力とばねＡが引く力の合力がはたらく。ばねばかり２が引

く力は表より 0.2Ｎであり，ばねＡが引く力は，図１でばねばかり１がばねＡを引く力とつり合う大きさの

0.3Ｎである。よって，0.2＋0.3＝0.5Ｎ 

(2) ア…図３より，ばねＡは 0.4Ｎの大きさの力で引くと 10cmのびる。フックの法則が成り立つので，0.5Ｎ

の大きさの力で引いたときのばねののび lは，0.4：10＝0.5：lを解くと l＝12.5cmとなり，誤り。イ…両方

のばねを 0.4Ｎの大きさの力で引くと，ばねＡののびは 10cm，ばねＢは４cm となり，ばねＡののびの方が

大きいので誤り。ウ…この内容が正しいとすると，どちらのばねののびも４cmとなるとき，ばねＢを引く力

の大きさは 0.4Ｎであるから，ばねＡを引く力の大きさは 0.1Ｎとなるはずである。しかし図３では，この

ときのばねＡを引く力の大きさは 0.1Ｎよりも大きな値（計算すると 0.16Ｎ）となっており，誤り。エ…ば

ねＢののびが８cmとなるときの力の大きさは，フックの法則が成り立つので，のびが４cmとなるときの 0.4

Ｎの２倍の 0.8Ｎとなる。この力の大きさでばねＡを引くと，0.4Ｎの大きさの力で引いたときに 10cmのび

るばねＡは，２倍の大きさの 0.8Ｎで引かれることになるので，ばねののびも２倍の 20cmとなる。 
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【過去問 45】 

次の問いに答えなさい。答えを選ぶ問いについては記号で答えなさい。 

（鹿児島県 2022 年度） 

問１ 虫めがねを使って物体を観察する。次の文中の①，②について，それぞれ正しいものはどれか。 

虫めがねには凸レンズが使われている。物体が凸レンズとその焦点の間にあるとき，凸レンズを通して

見える像は，物体の大きさよりも①（ア 大きく  イ 小さく）なる。このような像を②（ア 実像  

イ 虚像）という。 

 

問１ ①  ②  

 

問１ ① ア ② イ 

 

 


